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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要素を有
するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成されるカラー
画像表示装置において、該バックライトがＬＥＤをその構造中に含み、且つ可視光域３８
０～７８０ｎｍの５ｎｍごとの波長をそれぞれλnｎｍとし、該カラーフィルターの赤色
画素による波長λnｎｍにおける分光透過率（％）をそれぞれＴR(λn)、バックライトか
らの波長λnｎｍにおける全発光強度で規格化した相対発光強度をそれぞれＩ（λn）とし
たとき、これらが下記(１)の条件を満たし、
該バックライトが蛍光体層又は蛍光体膜を有し、
該蛍光体層又は該蛍光体膜が下記一般式（４）で示されるユーロピウムで付活された赤色
蛍光体を含むことを特徴とするカラー画像表示装置。
Ｍ4

fＡgＤhＥiＸj　　　　　　　　　……（４）
　ここで、ｆ～ｊは、それぞれ下記の範囲の数である。
　　０．００００１≦ｆ≦０．１
　　ｆ＋ｇ＝１
　　０．５≦ｈ≦１．８
　　０．５≦ｉ≦１．８
　　０．８×（２／３＋４／３×ｈ＋ｉ）≦ｊ
　　ｊ≦１．２×（２／３＋４／３×ｈ＋ｉ）
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（ただし、少なくとも、Ｍ４元素にＥｕを含み、Ａ元素にＣａを含み、Ｄ元素にＳｉを含
み、Ｅ元素にＡｌを含み、Ｘ元素にＮを含む）
　　Ｉ(620-680)×ＴR（620-680）≧１．１　　　　　　　……（１）
　ただし、ＴR（620-680）及びＩ(620-680)はそれぞれ、６２０ｎｍ≦λn≦６８０ｎｍに
おける平均透過率（％）及び平均相対発光強度であり、Ｉ（λn）は以下のように定義す
る。
【数１】

　ここで、Ｓ（λ）はバックライトからの波長λにおける発光強度の実測値である。また
、Δλ＝５ｎｍである。
【請求項２】
　請求項１に記載のカラー画像表示装置であって、Ｍ４元素がＥｕであり、Ａ元素がＣａ
及び／又はＳｒであり、Ｄ元素がＳｉであり、Ｅ元素がＡｌであり、Ｘ元素がＮまたはＮ
とＯの混合物であることを特徴とするカラー画像表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のカラー画像表示装置であって、該ＬＥＤが青色または深青色Ｌ
ＥＤであることを特徴とするカラー画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載のカラー画像表示装置であって、該蛍光体層又は該
蛍光体膜が緑色蛍光体を含むことを特徴とするカラー画像表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載のカラー画像表示装置であって、該バックライト用
光源が４３０～４７０ｎｍ、５００～５４０ｎｍ、６００～６８０ｎｍの波長領域にそれ
ぞれ１つ以上の発光の主成分を有することを特徴とするカラー画像表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載のカラー画像表示装置であって、さらにカラーフィ
ルターが下記（２）の条件を満たすカラー画像表示装置。
　　ＴR（560-580）≧１５％ ……（２）
　ただし、ＴR（560-580）は、５６０ｎｍ≦λn≦５８０ｎｍにおけるカラーフィルター
の平均透過率（％）を示す。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はカラーフィルター用青色組成物、カラーフィルター及びカラー画像表示装置に
関する。詳しくは、改良されたＬＥＤバックライトの発光波長に対応して、色純度の高い
画像を実現するためのカラーフィルター用青色組成物、カラーフィルター及びカラー画像
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表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示素子は従来のパソコン用モニターの用途のみならず、通常のカラーテレ
ビとしての用途が期待されている。カラー液晶表示素子の色再現範囲は、赤、緑、青の画
素から放射される光の色で決まり、それぞれの画素のCIE ＸＹＺ表色系における色度点を
（ｘR、ｙR）、（ｘG、ｙG）、（ｘB、ｙB）としたとき、ｘ－ｙ色度図上のこれらの三点
で囲まれる三角形の面積で表される。即ち、この三角形の面積が大きいほど鮮やかなカラ
ー画像が再現できることになる。この三角形の面積は、通常、アメリカNational Televis
ion System Committee (ＮＴＳＣ)により定められた標準方式の３原色、赤（０．６７、
０．３３）、緑（０．２１、０．７１）、青（０．１４，０．０８）の三点で形成される
三角形を基準として、この三角形の面積に対する比（単位％、以下「ＮＴＳＣ比」と略す
。）として表現される。この値は一般のノートパソコンで４０～５０％程度、デスクトッ
プパソコン用モニターで５０～６０％、現行液晶ＴＶで７０％程度である。
【０００３】
　このようなカラー液晶表示素子を利用したカラー画像表示装置は、液晶を利用した光シ
ャッターと赤、緑、青の画素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトと
で主に構成され、赤、緑、青の画素から放射される光の色は、バックライトの発光波長と
カラーフィルターの分光カーブで決定される。
　カラー液晶表示素子では、バックライトからの発光分布に対し、カラーフィルターで必
要な部分の波長のみを取り出し、赤、緑、青色の画素となる。
【０００４】
　このカラーフィルターの製造方法としては、染色法、顔料分散法、電着法、印刷法、イ
ンクジェット等の方法が提案されている。そして、カラー化のための色材としては当初、
染料が用いられたが、液晶表示素子としての信頼性、耐久性の点から現在は顔料が用いら
れている。従って、現在、カラーフィルターの製造方法としては、生産性と性能の点から
顔料分散法が最も広く用いられている。なお、一般に同一の色材を用いた場合、ＮＴＳＣ
比と明るさはトレードオフの関係にあり、用途に応じて使い分けられている。
【０００５】
　一方、バックライトとしては、一般に赤、緑、青の波長領域に発光波長を持つ冷陰極管
を光源とし、この冷陰極管からの発光を導光板により白色面光源化したものが用いられて
いた。近年は、長寿命で、インバーターが不要であり、高輝度、水銀フリーである等の観
点からＬＥＤが用いられるようになった。
　ここで、従来のＬＥＤタイプのバックライトは、ＬＥＤからの青発光と該青色光を用い
て励起により得た黄色蛍光体とを白色面光源として用いられていた。
【０００６】
　しかしながら、上述の光源は、蛍光体が黄色であるため、赤、緑の色純度の点からは不
要な波長の発光が多く、高色再現性(Ｈｉｇｈ　Ｇａｍｕｔ)のディスプレイを得るのは困
難であった。これに対して、カラーフィルターで不要な波長の光をカットして赤、緑の色
純度を上げることは原理的には可能であるが、バックライトの発光の大部分をカットする
ことになるため、輝度が著しく低下するという問題があった。特にこの方法では、赤の発
光が著しく低下するため、赤味の強い色を再現することは事実上不可能であった。また、
ＬＥＤの発光波長分布は、冷陰極管のそれと比べ４６０～４８０ｎｍの範囲において発光
強度が高いという特徴がある。この波長領域の光は青色画素の色純度を悪化させるため、
青色カラーフィルターでできるだけカットすることが必要である。しかしながら従来のカ
ラーフィルター用青色組成物（以下、単に青色組成物又は青色レジストと称することがあ
る。）やカラーフィルターは４６０～４８０ｎｍの波長をカットするために十分な性能を
有しておらず、ＬＥＤをバックライトとするカラー画像表示装置に十分適したものではな
かった。
【０００７】
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　この問題を克服するために、近年、赤、緑、青に発光するＬＥＤを組み合わせる方法が
提案されており（非特許文献１）、この方法により極めて色再現性の高いディスプレイが
試作されている。しかしながら、赤、緑、青それぞれ独立したＬＥＤチップを組み合わせ
るため、１)実装に手間がかかる、２)赤、緑、青それぞれのＬＥＤチップが有限の距離を
おいて設置されるため、それぞれのＬＥＤチップからの発光を十分に混色させるため導光
板の距離を長く取る必要がある、３)ＬＥＤのそれぞれのチップをその整数倍の個数を組
み合わせて白色色度を調整するため、ホワイトバランスの調整が連続的にできない、と言
った問題があった。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】月間ディスプレイ　２００３年４月号第４２頁乃至第４６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明はかかる事情を鑑みてなされたものであって、ＬＥＤバックライトでも画像の明
るさを損なうことなく、深みのある赤、および緑の再現を実現し、さらに上記深みのある
赤、および緑に対応した青色レジスト及びカラーフィルターを用いることによって画像全
体として広色再現性を達成するとともに、赤、緑、青の発光をワンチップで行うことによ
り実装上の生産性を損なうことなく、しかもホワイトバランスの調整が容易であるカラー
画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、バックライトの発光波長を改良すると共に、このバッ
クライトの発光波長に対応してカラーフィルターの透過率を調整することにより、色純度
の高い画像の実現が可能であることを見出した。本発明はこのような知見に基づいてなさ
れたものであり、以下（Ａ）～（Ｋ）をその要旨とする。
　（Ａ）（ａ）バインダ樹脂及び／又は（ｂ）モノマー、（ｃ）色材を含有するカラーフ
ィルター用青色組成物であって、該青色組成物の硬化物は４６０～４８０ｎｍの範囲の５
ｎｍごとの波長における分光透過率の平均値ＴB（460-480）（％）が６５％以下であるこ
とを特徴とするカラーフィルター用青色組成物。
【００１１】
　（Ｂ）前記（Ａ）のカラーフィルター用青色組成物を用いて形成された画素を有するこ
とを特徴とするカラーフィルター。
　（Ｃ）前記（Ｂ）ののカラーフィルターを用いて形成されることを特徴とするカラー画
像表示装置。
　（Ｄ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライトがＬＥＤをその構造中に含み、且つ可視光
域３８０～７８０ｎｍの５ｎｍごとの波長をそれぞれλnｎｍとし、該カラーフィルター
の赤色画素による波長λnｎｍにおける分光透過率（％）をそれぞれＴR(λn)、バックラ
イトからの波長λnｎｍにおける全発光強度で規格化した相対発光強度をそれぞれＩ（λn

）としたとき、これらが下記(１)の条件を満たすことを特徴とするカラー画像表示装置。
【００１２】
　　　Ｉ(620-680)×ＴR（620-680）≧１．１　　　　　　　……（１）
　ただし、ＴR（620-680）及びＩ(620-680)はそれぞれ、６２０ｎｍ≦λn≦６８０ｎｍに
おける平均透過率（％）及び平均相対発光強度であり、Ｉ（λn）は以下のように定義す
る。
【００１３】
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【数１】

【００１４】
　ここで、Ｓ（λ）はバックライトからの波長λにおける発光強度の実測値である。また
、Δλ＝５ｎｍである。
　（Ｅ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライトが蛍光体層又は蛍光体膜を有し、該蛍光体
層又は該蛍光体膜が下記一般式（３）で表される化合物を含むことを特徴とするカラー画
像表示装置。
【００１５】
　　　　ＥｕaＣａbＳｒcＭdＳe　　　　　　……（３）
　ここで、ＭはＢａ、Ｍｇ、Ｚｎから選ばれる少なくとも一種の元素を表し、ａ～ｅは、
それぞれ下記の範囲の値である。
　　０．０００２≦ａ≦０．０２
　　０．３≦ｂ≦０．９９９８
　　ｄは０≦ｄ≦０．１
　　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＝１
　　０．９≦ｅ≦１．１
【００１６】
　（Ｆ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライトが蛍光体層又は蛍光体膜を有し、該蛍光体
層又は該蛍光体膜が少なくともＭ4元素と、Ａ元素と、Ｄ元素と、Ｅ元素と、Ｘ元素とを
含有する化合物（ただし、Ｍ4は、Ｍｎ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、
Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂからなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であって、少
なくともＥｕを含み、Ａは、Ｍ4元素以外の２価の金属元素からなる群から選ばれる１種
または２種以上の元素、Ｄは、４価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以
上の元素、Ｅは、３価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の元素、Ｘ
は、Ｏ、Ｎ、Ｆからなる群からから選ばれる１種または２種以上の元素）を含むことを特
徴とするカラー画像表示装置。
【００１７】
　（Ｇ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、前記バックライトがＬＥＤをその構造中に含み、且つ可視
光域３８０～７８０ｎｍの５ｎｍごとの波長をそれぞれλnｎｍとし、該カラーフィルタ
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ーの緑色画素による波長λnｎｍにおける分光透過率（％）をそれぞれＴG(λn)、バック
ライトからの波長λnｎｍにおける全発光強度で規格化した相対発光強度をそれぞれＩ（
λn）としたとき、これらが下記（５）及び（６）の条件を満たすことを特徴とするカラ
ー画像表示装置。
【００１８】
　　　Ｉ(500-530)×ＴG（500-530）≧　１．２　　　　　　　　……（５）
　　　ＴG（580-600）≧２０％　　　　　　　　　　　　　　 ……（６）
　ただし、ＴG（500-530）、ＴG（580－600）及び、Ｉ(500-530)はそれぞれ、５００ｎｍ
≦λn≦５３０ｎｍ、５８０ｎｍ≦λn≦６００ｎｍにおける平均透過率（％）及び５００
ｎｍ≦λn≦５３０ｎｍにおける平均相対発光強度であり、Ｉ（λn）は前記（Ｄ）におけ
ると同義である。
【００１９】
　（Ｈ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライトが蛍光体層又は蛍光体膜を有し、該蛍光体
層又は該蛍光体膜が２価、３価及び４価の金属元素を含む複合酸化物を母体とし、該母体
内に付活剤元素として少なくともＣｅを含む下記一般式（７）で表される化合物を含むこ
とを特徴とするカラー画像表示装置。
【００２０】
　　Ｍ1

a'Ｍ
2
b'Ｍ

3
c'Ｏd'　　　　　　　……（７）

　ここで、Ｍ1は２価の金属元素、Ｍ2は３価の金属元素、Ｍ3は４価の金属元素をそれぞ
れ示し、ａ'～ｄ'はそれぞれ下記の範囲の数である。
　　２．７≦ａ'≦３．３
　　１．８≦ｂ'≦２．２
　　２．７≦ｃ'≦３．３
　　１１．０≦ｄ'≦１３．０
【００２１】
　（Ｉ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライトが蛍光体層又は蛍光体膜を有し、該蛍光体
層又は該蛍光体膜が下記一般式（８）で表される化合物を含むことを特徴とするカラー画
像表示装置。
　　Ｍ5

kＭ
6
lＭ

7
mＯn　　　　　　　　　　　（８）

　ここで、Ｍ5は少なくともＣｅを含む付活剤元素、Ｍ6は２価の金属元素、Ｍ7は３価の
金属元素をそれぞれ示し、ｋ～ｎはそれぞれ下記の範囲の数である。
　　０．０００１≦ｋ≦０．２
　　０．８≦ｌ≦１．２
　　１．６≦ｍ≦２．４
　　３．２≦ｎ≦４．８
【００２２】
　（Ｊ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライト用光源が青色または深青色ＬＥＤと蛍光体
を組み合わせてなり、４３０～４７０ｎｍ、５００～５４０ｎｍ、６００～６８０ｎｍの
波長領域にそれぞれ１つ以上の発光の主成分を有することを特徴とする前記（Ａ）乃至（
Ｆ）の何れかに記載のカラー画像表示装置。
【００２３】
　（Ｋ）光シャッターと、該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要
素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成される
カラー画像表示装置において、該バックライト用光源が青色または深青色ＬＥＤと蛍光体
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を組み合わせてなり、４３０～４７０ｎｍ、５００～５４０ｎｍ、６００～６８０ｎｍの
波長領域にそれぞれ１つ以上の発光の主成分を有し、カラー画像表示素子の色再現範囲が
ＮＴＳＣ比６０％以上であることを特徴とするカラー画像表示装置。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明のカラー液晶表示装置によれば、ＬＥＤバックライトでも画像の明るさを損なう
ことなく、深みのある赤、および緑の再現を実現し、画像全体として高色再現性を達成す
るとともに、赤、緑、青の発光をワンチップで行うことにより実装上の生産性を損なうこ
となく、しかもホワイトバランスの調整が容易であるカラー液晶表示装置を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】ＴＦＴ方式のカラー液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】本発明に好適なバックライト装置の一例を示す断面図である。
【図３】本発明に好適なバックライト装置の他の例を示す断面図である。
【図４】製造例１で得られたバックライト１の相対発光スペクトルである。
【図５】製造例２で得られたバックライト２の相対発光スペクトルである。
【図６】製造例３で得られたバックライト３の相対発光スペクトルである。
【図７】製造例４で得られたバックライト４の相対発光スペクトルである。
【図８】製造例５で得られたバックライト５の相対発光スペクトルである。
【図９】製造例６で得られたバックライト６の相対発光スペクトルである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に本発明のカラーフィルター用青色組成物、カラーフィルター及びカラー液晶表示
装置の実施の形態を詳細に説明するが、これらは本発明の実施態様の一例であり、これら
の内容に限定されるものではない。
［１］カラーフィルター用青色組成物
　本発明のカラーフィルター用青色組成物は、（ａ）バインダ樹脂及び／又は（ｂ）モノ
マー、（ｃ）色材を含有するカラーフィルター用青色組成物であって、硬化物の可視光域
４６０～４８０ｎｍの５ｎｍごとの波長における分光透過率の平均値ＴB（460-480）（％
）が６５％以下であることが特徴である。
【００２７】
　本発明の青色組成物の硬化物が上記の平均分光透過率の特性を有することにより、ＬＥ
Ｄバックライトに特有の青色領域における余分な波長を遮断し、［３］章で後述する本発
明のカラー画像表示装置の広色再現性をさらに向上することが出来る。ＴB（460-480）は
好ましくは６０％以下であり、更に好ましくは５８％以下である。また、通常、１％以上
である。ＴB（460-480）は大きすぎるとＬＥＤバックライトに特有の余分な波長の光を透
過し、色再現性に悪影響をおよぼす。また、小さすぎると青の主成分である４５０ｎｍ付
近の透過率まで下がり、青画素の輝度の低下を招く。
【００２８】
　本発明の青色組成物は、上記の平均分光透過率の特性を有すれば、その構成に限定はな
いが、以下の具体的手段により、その特性を担保することができる。
　即ち、（ｃ）色材としてジオキサジンバイオレット顔料及び／又は銅フタロシアニン顔
料を含有する青色組成物は、上記の平均分光透過率の特性を有する。
　ジオキサジンバイオレット顔料としては、例えば下記に示すピグメントナンバーの顔料
を用いることができる。なお、「Ｃ．Ｉ」はカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）を意味する
。
【００２９】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３、１９等。
　銅フタロシアニン顔料としては、例えば下記に示すピグメントナンバーの顔料を用いる
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ことができる。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、１５：３、１５：２等。
　また、ジオキサジンバイオレット顔料の全青色顔料に対する含有量は、通常２５重量％
以上、好ましくは３０重量％以上、更に好ましくは３５重量％以上である。また、通常９
０重量％以下である。ジオキサジンバイオレット顔料の含有量が少なすぎるとＴB（460-4
80）が高過ぎ緑味の強すぎる青になり色純度が低下してしまう。また、多すぎると青の主
成分である450ｎｍ付近の透過率が低くなり過ぎ青画素の輝度の低下を招く。
【００３０】
　また、銅フタロシアニン顔料の全顔料に対する含有量は、通常１０重量％以上である。
また、通常７５重量％以下、好ましくは７０重量％以下、更に好ましくは６５重量％以下
である。銅フタロシアニン顔料の含有量が少なすぎると画素の青味が下がり色純度の低下
を招く。また、多すぎるとＴB（460-480）が高過ぎ緑味の強すぎる青になり色純度が低下
してしまう。
【００３１】
　また、ジオキサジンバイオレット顔料と銅フタロシアニン顔料の含有量の比率は、通常
２５：７５～７５：２５、好ましくは３０：７０～７０：３０、更に好ましくは３５：６
５～６５：３５である。ジオキサジンバイオレット顔料が銅フタロシアニン顔料に比べて
多すぎると青の主成分である450ｎｍ付近の透過率が低くなり過ぎ青画素の輝度の低下を
招く。である。また、ジオキサジンバイオレット顔料が銅フタロシアニン顔料に比べて少
なすぎるとＴB（460-480）が高過ぎ緑味の強すぎる青になり色純度が低下してしまう。で
ある。
【００３２】
　その他、本発明の青色組成物を構成する他の成分及び製造方法等については、［３－４
］章（カラーフィルター用組成物）にて後述する。
［２］カラーフィルター
　本発明のカラーフィルターは、上記青色組成物により形成された画素を有することに特
徴がある。本発明のカラーフィルターは、ＬＥＤバックライトに特有の青色領域における
余分な波長を遮断し、［３］章で後述する本発明のカラー画像表示装置の広色再現性をさ
らに向上することが出来る。従って、本発明のカラーフィルターの青色画素は、可視光域
４６０～４８０ｎｍの５ｎｍごとの波長における分光透過率の平均値ＴB（460-480）（％
）が通常６５％以下であり、好ましくは６０％以下であり、更に好ましくは５８％以下で
ある。また、通常、１％以上である。ＴB（460-480）は大きすぎるとＬＥＤバックライト
に特有の余分な波長の光を透過し、色再現性に悪影響をおよぼす。また、小さすぎると青
の主成分である４５０ｎｍ付近の透過率まで下がり、青画素の輝度の低下を招く。また、
本発明のカラーフィルターを製造する場合は、前記青色組成物中にジオキサジンバイオレ
ット顔料が入っていることが好ましく、その含有量は［１］章に示すとおりである。
【００３３】
　また、その場合は前記ジオキサジンバイオレット顔料の全固形分に対する含有量Ｖ（％
）と乾燥後の膜厚Ｔ（μｍ）が以下の式を満たしていることが好ましい。
　　ＶＴ≧１０
　ＶＴは好ましくは１１以上、更に好ましくは１２以上であり、通常９０以下である。Ｖ
Ｔの値が小さすぎるとＴB（460-480）が高過ぎ緑味の強すぎる青になり色純度が低下して
しまい、大きすぎると青の主成分である４５０ｎｍ付近の透過率が下がり、青画素の輝度
の低下を招く。
　その他、本発明のカラーフィルターを構成する他の成分及び製造方法等については、［
３－３］章（カラーフィルター）にて後述する。
【００３４】
［３］カラー画像表示装置
　次に本発明のカラー画像表示装置について説明する。
　本発明のカラー画像表示装置は、光シャッターと、この光シャッターに対応する少なく
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とも赤、緑、青の三色の色要素を有するカラーフィルターと、透過照明用のバックライト
とを組み合わせて構成されるものであり、その具体的な構成には特に制限はないが、例え
ば、図１に示すような光シャッターが液晶を利用した光シャッターであるＴＦＴ方式のカ
ラー液晶表示装置が挙げられる。
【００３５】
　図１はサイドライト型バックライト装置及びカラーフィルターを用いたＴＦＴ（薄膜ト
ランジスタ）方式のカラー液晶表示装置の一例である。この液晶表示装置においては、光
源１からの出射光は導光板２により面光源化され、光拡散シート３により更に均一度を高
めた後、プリズムシートを通過後偏光板４へ入射する。この入射光はＴＦＴ６により各画
素ごとに偏光方向をコントロールし、カラーフィルター９に入射する。最後に偏光板４と
は偏光方向が垂直になるように配設された偏光板１０を通り観測者に到達する。ここでＴ
ＦＴ６の印加電圧により入射光の偏光方向の変化度合いが変化することにより、偏光板１
０を通過する光の光量が変化し、カラー画像を表示することが可能となる。５，８は透明
基板（ガラス基板）、７は液晶である。
【００３６】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、さらに以下に詳述する構成により、広色再現性
を有することが特徴である。即ち、本願発明のカラー画像表示装置は、光シャッターと、
該光シャッターに対応する少なくとも赤、緑、青の三色の色要素を有するカラーフィルタ
ーと、透過照明用のバックライトとを組み合わせて構成されるカラー画像表示装置におい
て、該バックライト用光源が青色または深青色ＬＥＤと蛍光体を組み合わせてなり、４３
０～４７０ｎｍ、５００～５４０ｎｍ、６００～６８０ｎｍの波長領域にそれぞれ１つ以
上の発光の主成分を有し、カラー画像表示素子の色再現範囲がＮＴＳＣ比６０％以上であ
ることが特徴である。ＮＴＳＣ比は好ましくは７０％以上である。
【００３７】
　また、本発明のカラー画像表示装置は、色温度が通常５、０００～１０，０００Ｋ、好
ましくは５，５００～９，５００Ｋ、更に好ましくは６、０００～９，０００Ｋである。
色温度が低すぎると全体に赤味がかった画像となり。また、色温度が高すぎると輝度の低
下を招くである。
［３－１］バックライト装置
　まず、このようなカラー液晶表示装置に用いられるバックライト装置の構成について説
明する。
【００３８】
　本発明で用いられるバックライト装置は、液晶パネルの背面に配置され、透過型又は半
透過型のカラー液晶表示装置の背面光源手段として用いられる面状光源装置を指す。
　バックライト装置の構成としては、白色発光するＬＥＤとこの光源光をほぼ均一な面光
源に変換する光均一化手段とを具備する。
　光源の設置方式としては、液晶素子の背面直下に光源を配設する方法（直下方式）や、
側面に光源を配設し、アクリル板等の透光性の導光体を用いて光を面状に変換して面光源
を得る方法（サイドライト方式）が代表的である。中でも薄型かつ輝度分布の均一性に優
れた面光源としては、図２，３に示すようなサイドライト方式が好適であり、現在最も広
く実用化されている。
【００３９】
　図２のバックライト装置は、透光性の平板からなる基板、即ち導光体１１の一側端面１
１ａに当該側端面１１ａに沿うように発光ダイオード１が配設され、光入射端面である一
側端面１１ａから導光体１１の内部に入射させる構成となっている。導光体１１の一方の
板面１１ｂは光出射面とされ、この光出射面１１ｂの上にはほぼ三角プリズム状のアレー
１２を形成した調光シート１３が、アレー１２の頂角を観察者側に向けて配設してある。
　導光体１１における光出射面１１ｂとは反対側の板面１１ｃには光散乱性インキにより
多数のドット１４ａを所定のパターンで印刷形成してなる光取り出し機構１４が設けられ
ている。この板面１１ｃ側には、この板面１１ｃに近接して反射シート１５が配設されて
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いる。
【００４０】
　図３のバックライト装置では、ほぼ三角プリズム状のプリズムアレー１２を形成した調
光シート１３が、アレー１２の頂角を導光体１１の光出射面１１ｂ側に向けて配設されて
おり、また、導光体１１の光出射面１１ｂに相対する板面１１ｃに設けられる光取り出し
機構１４'は、各表面が粗面に形成されている粗面パターン１４ｂから構成されている点
が図２に示すバックライト装置と異なり、その他は同様の構成とされている。
【００４１】
　このようなサイドライト方式のバックライト装置であれば、軽量、薄型と言う液晶表示
装置の特徴をより有効に引き出すことが可能である。
　本発明のバックライト装置の光源としては、ＬＥＤ（以下、任意に発光ダイオードと称
することもある。）をその構造中に含むことが特徴である。この光源は、一般には、赤、
緑、青の波長領域、即ち５８０～７００ｎｍ、５００～５５０ｎｍ、４００～４８０ｎｍ
の範囲に発光を持つタイプであればいずれのものでも使用できる。
【００４２】
　バックライトがこのような条件を満たすために、光源が青色または深青色ＬＥＤと蛍光
体を組み合わせてなるものであり、赤領域（通常６００～６８０ｎｍ、好ましくは６１０
～６８０ｎｍ、更に好ましくは６２０～６８０ｎｍ）、緑領域（通常５００～５４０ｎｍ
、好ましくは５００～５３０ｎｍ、更に好ましくは５００～５２５ｎｍ）、青領域（通常
４３０～４７０ｎｍ、好ましくは４４０～４６０ｎｍ、の各波長領域にそれぞれ１つ以上
の発光の主成分を有する様に、調整する方法がある。
【００４３】
　透過型または半透過型の透過モードにおける赤、緑、青の各領域の光量は、バックライ
トからの発光とカラーフィルターの分光透過率の積で決まる。従って、カラーフィルター
用組成物の（ｃ）色材の項で後述する条件を満たすようなバックライトの選択が必要であ
る。
　以下に本発明のバックライト装置の具体例を記載するが、本発明のバックライト光源は
上述の条件を満たせば、これに限定されるものではない。
【００４４】
　光源は、発光ダイオードが良い。光源の発光波長は440～490nm、好ましくは450nmから4
80nmが良い。光源は、例えば、シリコンカーバイドやサファイア、窒化ガリウム等の基板
にMOCVD法などで結晶成長されたInGaN系、GaAlN系、InGaAlN系、ZnSeS系半導体などが好
適である。高出力にするには、光源の数を複数にすればよい。また、端面発光型や面発光
型のレーザーダイオードであっても良い。
【００４５】
　光源を固定するフレームは、少なくとも光源に通電するための正負の電極を有する。フ
レームに凹状のカップをもうけ、その底面に光源を配置すると、出射光に指向性を持たせ
ることができ、光を有効利用できる。また、フレームの凹部内面あるいは全体を銀や白金
、アルミニウムなど高反射の金属やそれに準ずる合金でメッキ処理することにより、可視
光域全般における反射率を高めることができ、光の利用効率を上げられるのでさらに良い
。また、フレームの凹部表面あるいは全体を、白色のガラス繊維やアルミナ粉、チタニア
粉などの高反射物質を含んだ射出成型用樹脂で構成しても、同様の効果が得られる。
【００４６】
　光源の固定にはエポキシ系、イミド系、アクリル系等の接着剤やAuSn、AgSn等の半田を
もちいる。光源が接着剤を通して通電される場合には、接着剤に銀微粒子等の導電性フィ
ラーを含んだもの、例えば銀ペーストやカーボンペースト等を、薄く均一に塗布するのが
よい。また、特に放熱性が重要となる大電流タイプの発光ダイオードやレーザーダイオー
ドでは半田が有効である。また、接着剤を通して通電されない光源の場合の固定にはどん
な接着剤でも良いが、放熱性を考えるとやはり銀ペーストや半田が好ましい。
【００４７】
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　光源と、フレームの電極はワイヤーボンディングにより結線する。ワイヤーは直径20～
40μmの金、またはアルミニウム線を用いる。光源とフレームの電極との結線方法には、
ワイヤーを使わずにフリップチップ実装の方法もある。
　緑色帯を発光する蛍光体と赤色帯を発光する蛍光体は、エポキシ樹脂やシリコン樹脂、
等の透明バインダーに混合され、発光ダイオードに塗布される。混合の比率は、所望の色
度が得られるように適宜変えて良い。また、緑色帯を発光する蛍光体と赤色帯を発光する
蛍光体は、別々に発光ダイオードに塗布しても良い。透明バインダーにさらに拡散剤を添
加すると、出射光をより均一にすることが出来る。拡散剤としては平均粒径が100nm～数1
0μmの大きさで無色の物質がよい。アルミナ、ジルコニア、イットリア等は－60～120℃
の実用温度域で安定であるのでより好ましい。更に屈折率が高ければ拡散剤の効果は高く
なるのでより好ましい。
　完成した発光装置は通電により、まず発光ダイオードが青色または深青色に発光する。
蛍光体はその一部を吸収し、緑色帯あるいは赤色帯に発光する。発光装置から出てくる光
としては、発光ダイオードもともとの青色帯と、蛍光体によって波長変換された緑色帯と
赤色帯が混合され、おおよそ白色のものが得られる。
【００４８】
　［３－２］蛍光体
　次に、蛍光体について説明する。本発明のカラー液晶表示装置は、前述のバックライト
が蛍光体層または蛍光体膜を有し、該蛍光体層または蛍光体膜が以下の蛍光体を使用して
いることが好ましい。
　［３－２－１］赤色蛍光体
　本発明のカラー液晶表示装置に使用される蛍光体層又は蛍光体膜に使用される赤色蛍光
体としては、６２０ｎｍ≦λn≦６８０ｎｍの波長範囲に発光ピーク波長を有する様々な
蛍光体を使用することが可能である。そのような色純度の高い画像を実現するための赤色
蛍光体としては、ユーロピウムで付活された蛍光体が好ましい。ユーロピウムで付活され
た蛍光体としては、窒化物蛍光体、酸窒化物蛍光体、硫化物蛍光体、酸硫化物蛍光体が挙
げられるが、中でも窒化物蛍光体、酸窒化物蛍光体が好ましい。
【００４９】
　以下、好ましく用いられる赤色蛍光体の具体例について説明する。
［３－２－１－１］具体例として、一般式（３）で表される化合物が挙げられる。
　　　　ＥｕaＣａbＳｒcＭdＳe　　……（３）
　ここで、ＭはＢａ、Ｍｇ、Ｚｎから選ばれる少なくとも一種の元素を表し、ａ～ｅは、
それぞれ下記の範囲の値である。
【００５０】
　　０．０００２≦ａ≦０．０２
　　０．３≦ｂ≦０．９９９８
　　ｄは０≦ｄ≦０．１
　　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＝１
　　０．９≦ｅ≦１．１
　熱安定性の面から、式（３）中のＥｕの化学式量ａの好ましい範囲について言えば、０
．０００２≦ａ≦０．０２の範囲が好ましく、０．０００４≦ａ≦０．０２の範囲がより
好ましい。
【００５１】
　温度特性の面から、式（３）中のＥｕの化学式量ａの好ましい範囲について言えば、０
．０００４≦ａ≦０．０１の範囲が好ましく、０．０００４≦ａ≦０．００７の範囲がよ
り好ましく、０．０００４≦ａ＜０．００５の範囲がより好ましく、０．０００４≦ａ≦
０．００４の範囲がより好ましい。
　発光強度の面から、式（３）中のＥｕの化学式量ａの好ましい範囲について言えば、０
．０００４≦ａ≦０．０２の範囲が好ましく、０．００１≦ａ≦０．００８の範囲がより
好ましい。発光中心イオンＥｕ2+の含有量が少なすぎると、発光強度が小さくなる傾向が
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あり、一方、多すぎても、濃度消光と呼ばれる現象によりやはり発光強度が減少する傾向
がある。
【００５２】
　熱安定性、温度特性、発光強度の全てを兼ね備える、式（３）中のＥｕの化学式量ａの
好ましい範囲について言えば、０．０００４≦ａ≦０．００４の範囲が好ましく、０．０
０１≦ａ≦０．００４の範囲がより好ましい。
　前記一般式（３）の基本結晶ＥｕaＣａbＳｒcＭdＳeにおいては、Ｅｕ、Ｃａ、Ｓｒ又
はＭが占めるカチオンサイトとＳが占めるアニオンサイトのモル比が１対１であるが、カ
チオン欠損やアニオン欠損が多少生じていても本目的の蛍光性能に大きな影響がないので
、Ｓが占めるアニオンサイトのモル比ｅを０．９以上１．１以下の範囲で前記一般式（３
）の基本結晶を使用することができる。
【００５３】
　前記一般式（３）の化学物質において、Ｂａ、Ｍｇ、Ｚｎから選ばれる少なくとも一種
の元素を表すＭは本発明にとって必ずしも必須の元素ではないが、Ｍのモル比ｄで０≦ｄ
≦０．１の割合で前記一般式（３）の化学物質中に含んでいても、本発明の目的を達成す
ることができる。
　不純物として１％の量でＥｕ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｓ以外の元素を前記一
般式（３）の化学物質に含んでいても使用上の問題はない。
【００５４】
　［３－２－１－２]また、他の具体例として、下記に示される化合物が挙げられる。
　少なくともＭ4元素と、Ａ元素と、Ｄ元素と、Ｅ元素と、Ｘ元素とを含有する化合物（
ただし、Ｍ4は、Ｍｎ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ
、Ｙｂからなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であって、少なくともＥｕを含
み、Ａは、Ｍ4元素以外の２価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の
元素、Ｄは、４価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の元素、Ｅは、
３価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の元素、Ｘは、Ｏ、Ｎ、Ｆか
らなる群からから選ばれる１種または２種以上の元素）。
【００５５】
　上記化合物は、発光素子を使用している際の劣化が少なく、発光素子の使用温度の変化
による輝度の変化が少なく、高輝度で演色性の高い発光素子を得る上で特に好ましい。
　ここで、Ｍ4は、少なくともＥｕを含み、Ｍｎ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ
、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂからなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であ
るが、中でも、Ｍｎ、Ｃｅ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｅｒ、Ｙｂからなる群から選ばれ
る１種または２種以上の元素であることが好ましく、Ｅｕであることが更に好ましい。
【００５６】
　Ａは、Ｍ4元素以外の２価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の元
素であるが、中でも、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａからなる群から選ばれる１種または２種以
上の元素であることが好ましく、Ｃａであることが更に好ましい。
　Ｄは、４価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であるが、中
でも、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆからなる群から選ばれる１種または２種以上
の元素であることが好ましく、Ｓｉであることが更に好ましい。
【００５７】
　Ｅは、３価の金属元素からなる群から選ばれる１種または２種以上の元素であるが、中
でも、Ｂ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕからなる群から選ばれる１種
または２種以上の元素であることが好ましく、Ａｌであることが更に好ましい。
　Ｘは、Ｏ、Ｎ、Ｆからなる群からから選ばれる１種または２種以上の元素であるが、中
でも、Ｎ、またはＮとＯからなることが好ましい。
【００５８】
　上記組成物の具体的な組成式としては、例えば、下記一般式（４）で示さる。
Ｍ4

fＡgＤhＥiＸj　　　　　　　　　……（４）
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　ここで、ｆ～ｊは、それぞれ下記の範囲の数である。
　　０．００００１≦ｆ≦０．１
　　ｆ＋ｇ＝１
　　０．５≦ｈ≦４
　　０．５≦ｉ≦８
　　０．８×（２／３＋４／３×ｈ＋ｉ）≦ｊ
　　ｊ≦１．２×（２／３＋４／３×ｈ＋ｉ）
【００５９】
　ｆは発光中心となる元素Ｍ4の添加量を表し、蛍光体中のＭ4と（Ｍ4＋Ａ）の原子数の
比ｆ（ただし、ｆ＝Ｍ4／（Ｍ4＋Ａ））が０．００００１以上０．１以下となるようにす
るのがよい。ｆ値が０．００００１より小さいと発光中心となるＭ4の数が少ないため発
光輝度が低下する。ｆ値が０．１より大きいとＭ4イオン間の干渉により濃度消光を起こ
して輝度が低下する。
【００６０】
　中でも、Ｍ4がＥｕの場合には発光輝度が高くなる点で、ｆ値が０．００２以上０．０
３以下であることが好ましい。
　ｈ値はＳｉなどのＤ元素の含有量であり、０．５≦ｈ≦４で示される量である。好まし
くは、０．５≦　ｈ　≦１．８、さらに好ましくはｈ＝１がよい。ｈ値が０．５より小さ
い場合および４より大きい場合は発光輝度が低下する。０．５≦ｈ≦１．８の範囲は発光
輝度が高く、中でもｈ＝１が特に発光輝度が高い。
【００６１】
　ｉ値はＡｌなどのＥ元素の含有量であり、０．５≦ｉ≦８で示される量である。好まし
くは、０．５≦ｉ≦１．８、さらに好ましくはｉ＝１がよい。ｉ値が０．５より小さい場
合および８より大きい場合は発光輝度が低下する。０．５≦ｉ≦１．８の範囲は発光輝度
が高く、中でもｉ＝１が特に発光輝度が高い。
　ｊ値はＮなどのＸ元素の含有量であり、０．８×（２／３＋４／３×ｈ＋ｉ）以上１．
２×（２／３＋４／３×ｈ＋ｉ）以下で示される量である。さらに好ましくは、ｊ＝３が
よい。ｊ値がこの値の範囲外では発光輝度が低下する。
【００６２】
　以上の組成の中で、発光輝度が高く好ましい組成は、少なくとも、Ｍ4元素にＥｕを含
み、Ａ元素にＣａを含み、Ｄ元素にＳｉを含み、Ｅ元素にＡｌを含み、Ｘ元素にＮを含む
ものである。中でも、Ｍ4元素がＥｕであり、Ａ元素がＣａであり、Ｄ元素がＳｉであり
、Ｅ元素がＡｌであり、Ｘ元素がＮまたはＮとＯとの混合物の無機化合物である。
　Ｘ元素がＮまたはＮとＯとの混合物の場合、（Ｏのモル数）／（Ｎのモル数＋Ｏのモル
数）は大きすぎると発光強度が低くなる。発光強度の観点からは（Ｏのモル数）／（Ｎの
モル数＋Ｏのモル数）は０．５以下が好ましく、０．３以下がより好ましく、０．１以下
が発光波長６４０～６６０ｎｍに発光ピーク波長を持つ色純度の良い赤色蛍光体となるの
で、更に好ましい。
【００６３】
［３－２－２］緑色蛍光体
　本発明のカラー液晶表示装置に使用される蛍光体層又は蛍光体膜に使用される緑色蛍光
体としては、５００ｎｍ≦λn≦５３０ｎｍの波長範囲に発光ピーク波長を有する様々な
蛍光体を使用することが可能である。そのような色純度の高い画像を実現するための緑色
蛍光体としては、セリウム及び／又はユーロピウムで付活された蛍光体を含むことが好ま
しい。セリウム及び／又はユーロピウムで付活された蛍光体の中では、酸化物蛍光体、窒
化物蛍光体、酸窒化物蛍光体が挙げられ、中でもセリウムで付活された酸化物蛍光体、ユ
ーロピウムで付活された酸窒化物蛍光体が好ましい。
【００６４】
　また、蛍光体の結晶構造がガーネット結晶構造を有するものは、耐熱性等の点で優れる
傾向にあるため好ましい。
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　以下、好ましく用いられる緑色蛍光体の具体例について説明する。
［３－２－２－１]具体例として、２価、３価及び４価の金属元素を含む複合酸化物を母
体とし、該母体内に付活剤元素として少なくともＣｅを含む一般式（７）で表される化合
物が挙げられる。
【００６５】
　　　　　　　　Ｍ1

a'Ｍ
2
b'Ｍ

3
c'Ｏd'　　　　　　　……（７）

　ここで、Ｍ1は２価の金属元素、Ｍ2は３価の金属元素、Ｍ3は４価の金属元素をそれぞ
れ示し、ａ'～ｄ'はそれぞれ下記の範囲の数である。
　　２．７≦ａ'≦３．３
　　１．８≦ｂ'≦２．２
　　２．７≦ｃ'≦３．３
　　１１．０≦ｄ'≦１３．０
　ここで、式（７）におけるＭ1は２価の金属元素であるが、発光効率等の面から、Ｍｇ
、Ｃａ、Ｚｎ、Ｓｒ、Ｃｄ、及びＢａからなる群から選択された少なくとも１種であるの
が好ましく、Ｍｇ、Ｃａ、又はＺｎであるのが更に好ましく、Ｃａが特に好ましい。この
場合、Ｃａは単独系でも良く、Ｍｇとの複合系でもよい。基本的には、Ｍ1は上記におい
て、好ましいとされる元素からなることが好ましいが、性能を損なわない範囲で、他の２
価の金属元素を含んでいてもよい。
【００６６】
　また、式（７）におけるＭ2は３価の金属元素であるが、同様の面から、Ａｌ、Ｓｃ、
Ｇａ、Ｙ、Ｉｎ、Ｌａ、Ｇｄ、及びＬｕからなる群から選択された少なくとも１種である
のが好ましく、Ａｌ、Ｓｃ、Ｙ、又はＬｕであるのが更に好ましく、Ｓｃが特に好ましい
。この場合、Ｓｃは単独系でもよく、ＹまたはＬｕとの複合系でもよい。基本的には、Ｍ
2は上記において、好ましいとされる元素からなることが好ましいが、性能を損なわない
範囲で、他の３価の金属元素を含んでいてもよい。
【００６７】
　また、式（７）におけるＭ3は４価の金属元素であるが、同様の面から、少なくともＳ
ｉを含むことが好ましく、通常、Ｍ3で表される４価の金属元素の５０モル％以上がＳｉ
であり、好ましくは７０モル％以上、更に好ましくは８０モル％以上、特に９０モル％以
上が好ましい。Ｓｉ以外の４価の金属元素Ｍ3としては、Ｔｉ、Ｇｅ、Ｚｒ、Ｓｎ、及び
Ｈｆからなる群から選択された少なくとも１種であるのが好ましく、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｓｎ、
及びＨｆからなる群から選択された少なくとも１種であるのがより好ましく、Ｓｎである
ことが特に好ましい。特に、Ｍ3がＳｉであることが好ましい。基本的には、Ｍ3は上記に
おいて、好ましいとされる元素からなることが好ましいが、性能を損なわない範囲で、他
の４価の金属元素を含んでいてもよい。
【００６８】
　なお、本発明において、性能を損なわない範囲で含むとは、上記Ｍ1、Ｍ2、Ｍ3それぞ
れに対し、通常１０モル％以下、好ましくは５モル％以下、より好ましくは１モル％以下
で含むことをいう。
　又、式（７）において、ａ'、ｂ'、ｃ'、ｄ'はそれぞれ２．７≦ａ'≦３．３、１．８
≦ｂ'≦２．２、２．７≦ｃ'≦３．３、１１．０≦ｄ'≦１３．０の範囲の数である。本
蛍光体は、発光中心イオンの元素が、Ｍ1、Ｍ2、Ｍ3のいずれかの金属元素の結晶格子の
位置に置換するか、或いは、結晶格子間の隙間に配置する等により、ａ'～ｄ'は上記範囲
の中で変動するが、本蛍光体の結晶構造はガーネット結晶構造であり、ａ'＝３、ｂ'＝２
、ｃ'＝３、ｄ'＝１２の体心立方格子の結晶構造をとるのが一般的である。
【００６９】
　また、この結晶構造の化合物母体内に含有される発光中心イオン（付活剤元素）として
は、少なくともＣｅを含有するが、発光特性の微調整のためにＣｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、
Ｎｉ、Ｃｕ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、及びＹｂからな
る群から選択された１種以上の２～４価の元素を共付活剤として含むことも可能であり、
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特に、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、及びＹｂからなる群か
ら選択された１種以上の２～４価の元素を含めることが可能であり、２価のＭｎ、２～３
価のＥｕ、又は３価のＴｂを好適に添加できる。尚、共付活剤を含有させる場合、Ｃｅ１
ｍｏｌに対する共付活剤の量は、通常０．０１～２０ｍｏｌである。
［３－２－２－２］ また、他の具体例として、下記に示される化合物が挙げられる。
【００７０】
　Ｍ5

kＭ
6
lＭ

7
mＯn　　　　　　　　　……（８）

　ここで、Ｍ5は少なくともＣｅを含む付活剤元素、Ｍ6は２価の金属元素、Ｍ7は３価の
金属元素をそれぞれ示し、ｋ～ｎはそれぞれ下記の範囲の数である。
　　０．０００１≦ｋ≦０．２
　　０．８≦ｌ≦１．２
　　１．６≦ｍ≦２．４
　　３．２≦ｎ≦４．８
　ここで、式（８）におけるＭ5は、後述の結晶母体中に含有される付活剤元素であり、
少なくともＣｅを含むが、蓄光性や色度調整や増感などの目的で、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃ
ｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、及び
Ｙｂからなる群から選択された少なくとも１種の２～４価の元素を共付活剤として含有さ
せることができる。共付活剤として含有させる場合、Ｃｅ１ｍｏｌに対する共付活剤の量
は、通常、０．０１～２０ｍｏｌである。
【００７１】
　付活剤元素Ｍ5の濃度ｋは、０．０００１≦ｋ≦０．２である。ｋの値が小さすぎると
蛍光体の結晶母体中に存在する発光中心イオンが少なすぎて発光強度が小さくなる傾向に
ある。一方、ｋの値が大きすぎると濃度消光により発光強度が小さくなる傾向にある。従
って、発光強度の点からはｋは０．０００５≦ｋ≦０．１が好ましく、０．００２≦ｋ≦
０．０４が最も好ましい。また、Ｃｅの濃度が高くなるに従って発光ピーク波長が長波長
側にシフトして視感度の高い緑色発光量が相対的に増加するために、発光強度と発光ピー
ク波長とのバランスの点から、ｋは０．００４≦ｋ≦０．１５が好ましく、０．００８≦
ｋ≦０．１がより好ましく、０．０２≦ｋ≦０．０８が最も好ましい。
【００７２】
　式（８）におけるＭ6は２価の金属元素であるが、発光効率等の面から、Ｍｇ、Ｃａ、
Ｚｎ、Ｓｒ、Ｃｄ、及びＢａからなる群から選択された少なくとも１種であるのが好まし
く、Ｍｇ、Ｃａ、又は、Ｓｒであるのが更に好ましく、Ｍ6の元素の５０モル％以上がＣ
ａであることが特に好ましい。
　式（８）におけるＭ7は３価の金属元素であるが、同様の面から、Ａｌ、Ｓｃ、Ｇａ、
Ｙ、Ｉｎ、Ｌａ、Ｇｄ、Ｙｂ、及びＬｕからなる群から選択された少なくとも１種である
のが好ましく、Ａｌ、Ｓｃ、Ｙｂ、又はＬｕであるのが更に好ましく、Ｓｃ、又はＳｃと
Ａｌ、又はＳｃとＬｕであるのがより一層好ましく、Ｍ7の元素の５０モル％以上がＳｃ
であることが特に好ましい。
【００７３】
　蛍光体の母体結晶は、一般的には、２価の金属元素であるＭ6と３価の金属元素である
Ｍ7と酸素からなる、組成式Ｍ6Ｍ7

2Ｏ4で表される結晶であるため、化学組成比は、一般
には、式（８）におけるｌが１、ｍが２で、ｎが４であるが、本発明においては、付活剤
元素であるＣｅが、Ｍ6又はＭ7のいずれかの金属元素の結晶格子の位置に置換するか、或
いは、結晶格子間の隙間に配置する等により、式（８）においてｌが１、ｍが２で、ｎが
４とはならない場合もあり得る。従って、ｌは０．８≦ｌ≦１．２、ｍは１．６≦ｍ≦２
．４、ｎは３．２≦ｎ≦４．８の範囲の数となる。中でも、ｌは０．９≦ｌ≦１．１、ｍ
は１．８≦ｍ≦２．２の範囲の数であるのがそれぞれ好ましく、ｎは３．６≦ｎ≦４．４
の範囲の数であるのが好ましい。また、Ｍ6及びＭ7は、それぞれ２価及び３価の金属元素
を表すが、発光特性や結晶構造などで本質的に異なる点がなければ、Ｍ6及び／又はＭ7の
ごく一部を１価、４価、５価のいずれかの価数の金属元素とし、電荷バランスなどを調整
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することも可能であり、さらに、微量の陰イオン、たとえば、ハロゲン元素（Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ，Ｉ）、窒素、硫黄、セレンなどが、化合物の中に含まれていてもよい。
【００７４】
　この物質は、４２０から４８０ｎｍの光で励起され、特に４４０～４７０ｎｍで最も効
率がよい。発光スペクトルは、４９０～５５０ｎｍにピークを持ち、４５０～７００ｎｍ
の波長成分を有する。
　［３－２－２－３］ その他の好ましい緑色蛍光体の具体例としては、例えば、ユーロ
ピウムで付活されたＭＳｉＮ2Ｏ2（但し、Ｍは１種又は２種以上のアルカリ土類金属）、
平成１７年３月２３日独立行政法人物質・材料研究機構により発表された筑波研究学園都
市記者会、文部科学記者会、科学記者会資料「白色ＬＥＤ用緑色蛍光体の開発に成功」に
記載のユーロピウムで付活されたβ－ＳｉＡｌＯＮ等が挙げられる。
【００７５】
［３－３］カラーフィルター
　本願発明のカラー画像表示装置に用いられるカラーフィルターは特に限定はないが、例
えば下記のものを用いることができる。この際、カラーフィルターの青色画素に特徴を有
する前述の［２］章に記載されたカラーフィルターを用いることが好ましい。
　カラーフィルターは、染色法、印刷法、電着法、顔料分散法などにより、ガラス等の透
明基板上に赤、緑、青等の微細な画素を形成したものである。これらの画素間からの光の
漏れを遮断し、より高品位な画像を得るために、多くの場合、画素間にブラックマトリク
スと呼ばれる遮光パターンが設けられる。
　染色法によるカラーフィルターは、ゼラチンやポリビニルアルコール等に感光剤として
重クロム酸塩を混合した感光性樹脂により画像を形成した後、染色して製造される。印刷
法によるカラーフィルターは、スクリーン印刷法、グラビア印刷法、フレキソ印刷法、反
転印刷法、ソフトリソグラフィー法（ｉｍｐｒｉｎｔ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ）等の方法で、
熱硬化又は光硬化インキをガラス等の透明基板に転写して製造される。電着法では、顔料
又は染料を含んだ浴に電極を設けたガラス等の透明基板を浸し、電気泳動によりカラーフ
ィルターを形成させる。顔料分散法によるカラーフィルターは感光性樹脂に顔料等の色材
を分散又は溶解した組成物をガラス等の透明基板上に塗布して塗膜を形成し、これにフォ
トマスクを介して放射線照射による露光を行い、未露光部を現像処理により除去してパタ
ーンを形成するものである。これらの方法の他にも色材を分散又は溶解したポリイミド系
樹脂組成物を塗布しエッチング法により画素画像を形成する方法、色材を含んでなる樹脂
組成物を塗布したフィルムを透明基板に張り付けて剥離し画像露光、現像して画素画像を
形成する方法、インクジェットプリンターにより画素画像像を形成する方法等によっても
製造できる。
【００７６】
　近年の液晶表示素子用カラーフィルターの製造では、生産性が高くかつ微細加工性に優
れる点から、顔料分散法が主流となっているが、本発明に係るカラーフィルターは上記の
いずれの製造方法においても適用可能である。
　ブラックマトリクスの形成方法としては、ガラス等の透明基板上にクロム及び／又は酸
化クロムの（単層又は積層）膜をスパッタリング等の方法で全面に形成させた後、カラー
画素の部分のみエッチングにより除去する方法、遮光成分を分散又は溶解させた感光性組
成物をガラス等の透明基板上に塗布して塗膜を形成し、これにフォトマスクを介して放射
線照射による露光を行い、未露光部を現像処理により除去してパターンを形成する方法、
などがある。
【００７７】
［３－３－１］カラーフィルターの製造方法
　以下、本発明に係るカラーフィルターの製造方法の具体例を示す。本発明に係るカラー
フィルターは、ブラックマトリクスが設けられた透明基板上に通常、赤、緑、青の画素画
像を形成することにより製造することができる。
【００７８】
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　透明基板の材質は特に限定されるものではない。材質と  BR>オては、例えば、ポリエ
チレンテレフタレート等のポリエステルやポリプロピレン、ポリエチレン等のポリオレフ
ィン、ポリカーボネート、ポリメチルメタクリレート、ポリスルホンの熱可塑性プラスチ
ックシート、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、ポリ（メタ）アクリル系樹脂等の
熱硬化性プラスチックシート、あるいは各種ガラス板等が挙げられる。この中でも、耐熱
性の点からガラス板、耐熱性プラスチックが好ましい。
【００７９】
　透明基板には、表面の接着性等の物性を改良するために、予めコロナ放電処理、オゾン
処理、シランカップリング剤やウレタンポリマー等の各種ポリマーの薄膜処理等を行って
おいても良い。
　ブラックマトリクスは、金属薄膜又はブラックマトリクス用顔料分散液を利用して、透
明基板上に形成される。
【００８０】
　金属薄膜を利用したブラックマトリクスは、例えば、クロム単層又はクロムと酸化クロ
ムの２層により形成される。この場合、まず、蒸着又はスパッタリング法等により、透明
基板上にこれら金属又は金属・金属酸化物の薄膜を形成する。続いてその上に感光性被膜
を形成した後、ストライプ、モザイク、トライアングル等の繰り返しパターンを有するフ
ォトマスクを用いて、感光性被膜を露光・現像し、レジスト画像を形成する。その後、該
薄膜をエッチング処理しブラックマトリクスを形成する。
【００８１】
　ブラックマトリクス用顔料分散液を利用する場合は、色材として黒色色材を含有するカ
ラーフィルター用組成物を使用してブラックマトリクスを形成する。例えば、カーボンブ
ラック、ボーンブラック、黒鉛、鉄黒、アニリンブラック、シアニンブラック、チタンブ
ラック等の黒色色材単独もしくは複数の使用、又は、無機又は有機の顔料、染料の中から
適宜選択される赤、緑、青色等の混合による黒色色材を含有するカラーフィルター用組成
物を使用し、下記赤、緑、青色の画素画像を形成する方法と同様にして、ブラックマトリ
クスを形成する。
【００８２】
　ブラックマトリクスを設けた透明基板上に、赤、緑、青のうち１色の色材を含有する前
述のカラーフィルター用組成物を塗布して乾燥した後、この塗膜の上にフォトマスクを置
き、該フォトマスクを介して画像露光、現像、必要に応じて熱硬化あるいは光硬化により
画素画像を形成させ、着色層を作成する。この操作を赤、緑、青の３色のカラーフィルタ
ー用組成物について各々行い、カラーフィルター画像を形成する。
【００８３】
　カラーフィルター用組成物の塗布は、スピナー、ワイヤーバー、フローコーター、ダイ
コーター、ロールコーター、スプレー等の塗布装置により行うことができる。
　塗布後の乾燥は、ホットプレート、ＩＲオーブン、コンベクションオーブン等を用いて
行えば良い。乾燥温度は、高温なほど透明基板に対する接着性が向上するが、高すぎると
光重合開始系が分解し、熱重合を誘発して現像不良を起こしやすいため、通常５０～２０
０℃、好ましくは５０～１５０℃の範囲である。また乾燥時間は、通常１０秒～１０分、
好ましくは３０秒～５分間の範囲である。また、これらの熱による乾燥に先立って、減圧
による乾燥方法を適用することも可能である。
【００８４】
　乾燥後の塗膜の膜厚は、通常０．５～３μｍ、好ましくは１～２μｍの範囲である。
　なお、用いるカラーフィルター用組成物が、バインダ樹脂とエチレン性化合物とを併用
しており、かつバインダ樹脂が、側鎖にエチレン性二重結合とカルボキシル基を有するア
クリル系樹脂である場合には、このものは非常に高感度、高解像力であるため、ポリビニ
ルアルコール等の酸素遮断層を設けることなしに露光、現像して画像を形成することが可
能であり好ましい。
【００８５】
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　画像露光に適用し得る露光光源は、特に限定されるものではないが、例えば、キセノン
ランプ、ハロゲンランプ、タングステンランプ、高圧水銀灯、超高圧水銀灯、メタルハラ
イドランプ、中圧水銀灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、蛍光ランプ等のランプ光源やア
ルゴンイオンレーザー、ＹＡＧレーザー、エキシマレーザー、窒素レーザー、ヘリウムカ
ドミニウムレーザー、半導体レーザー等のレーザー光源等が用いられる。特定の波長のみ
を使用する場合には光学フィルターを利用することもできる。
【００８６】
　このような光源で画像露光を行った後、有機溶剤、又は界面活性剤とアルカリ剤を含有
する水溶液を用いて現像を行うことにより、基板上に画像を形成することができる。この
水溶液には、更に有機溶剤、緩衝剤、染料又は顔料を含有することができる。
　現像処理方法については特に制限はないが、通常１０～５０℃、好ましくは１５～４５
℃の現像温度で、浸漬現像、スプレー現像、ブラシ現像、超音波現像等の方法が用いられ
る。
【００８７】
　現像に用いるアルカリ剤としては、珪酸ナトリウム、珪酸カリウム、水酸化ナトリウム
、水酸化カリウム、水酸化リチウム、第三リン酸ナトリウム、第二リン酸ナトリウム、炭
酸ナトリウム、炭酸カリウム、重炭酸ナトリウム等の無機のアルカリ剤、あるいはトリメ
チルアミン、ジエチルアミン、イソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、モノエタノール
アミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、水酸化テトラアルキルアンモニウ
ム等の有機アミン類が挙げられ、これらは１種を単独で又は２種以上を組み合わせて使用
することができる。
【００８８】
　界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエ
チレンアルキルアリールエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルエステル類、ソルビタ
ンアルキルエステル類、モノグリセリドアルキルエステル類等のノニオン系界面活性剤；
アルキルベンゼンスルホン酸塩類、アルキルナフタレンスルホン酸塩類、アルキル硫酸塩
類、アルキルスルホン酸塩類、スルホコハク酸エステル塩類等のアニオン性界面活性剤；
アルキルベタイン類、アミノ酸類等の両性界面活性剤が使用可能である。
【００８９】
　有機溶剤は、単独で用いられる場合及び水溶液と併用される場合ともに、例えば、イソ
プロピルアルコール、ベンジルアルコール、エチルセロソルブ、ブチルセロソルブ、フェ
ニルセロソルブ、プロピレングリコール、ジアセトンアルコール等が使用可能である。
［３－４］カラーフィルター用組成物
　本願発明のカラー画像表示装置に用いられるカラーフィルター用組成物（レジスト）は
特に限定はないが、例えば下記のものを用いることができる。この際、カラーフィルター
の青色画素を作成する場合は前述の［１］章に記載されたカラーフィルター用青色組成物
を用いることが好ましい。
【００９０】
　以下に、カラーフィルターを製造するための原料につき、近年主流である顔料分散法を
例示して説明する。
　顔料分散法においては上述したように感光性樹脂に顔料等の色材を分散した組成物（以
下「カラーフィルター用組成物」と呼ぶ）を用いる。このカラーフィルター用組成物は、
一般に、構成成分として（ａ）バインダ樹脂及び／又は（ｂ）単量体、（ｃ）色材、（ｄ
）その他の成分を、溶媒に溶解又は分散してなる、カラーフィルター用の着色組成物であ
る。
【００９１】
　以下に各構成成分について詳細に説明する。なお、以下において、「（メタ）アクリル
」「（メタ）アクリレート」「（メタ）アクリロ」はそれぞれ「アクリル又はメタクリル
」「アクリレート又はメタクリレート」「アクリロ又はメタクリロ」を示す。
（ａ）バインダ樹脂
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　バインダ樹脂を単独で使用する場合は、目的とする画像の形成性や性能、採用したい製
造方法等を考慮し、それに適したものを適宜選択する。バインダ樹脂を後述の単量体と併
用する場合は、カラーフィルター用組成物の改質、光硬化後の物性改善のためにバインダ
樹脂を添加することとなる。従ってこの場合は、相溶性、皮膜形成性、現像性、接着性等
の改善目的に応じて、バインダ樹脂を適宜選択することになる。
【００９２】
　通常用いられるバインダ樹脂としては、例えば、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリ
ル酸エステル、（メタ）アクリルアミド、マレイン酸、（メタ）アクリロニトリル、スチ
レン、酢酸ビニル、塩化ビニリデン、マレイミド等の単独もしくは共重合体、ポリエチレ
ンオキサイド、ポリビニルピロリドン、ポリアミド、ポリウレタン、ポリエステル、ポリ
エーテル、ポリエチレンテレフタレート、アセチルセルロース、ノボラック樹脂、レゾー
ル樹脂、ポリビニルフェノール又はポリビニルブチラール等が挙げられる。
【００９３】
　これらのバインダ樹脂の中で、好ましいのは、側鎖又は主鎖にカルボキシル基又はフェ
ノール性水酸基を含有するものである。これらの官能基を有する樹脂を使用すれば、アル
カリ溶液での現像が可能となる。中でも好ましいのは、高アルカリ現像性である、カルボ
キシル基を有する樹脂、例えば、アクリル酸（共）重合体、スチレン／無水マレイン酸樹
脂、ノボラックエポキシアクリレートの酸無水物変性樹脂等である。
【００９４】
　特に好ましいのは、（メタ）アクリル酸又はカルボキシル基を有する（メタ）アクリル
酸エステルを含む（共）重合体（本明細書ではこれらを「アクリル系樹脂」という）であ
る。即ち、このアクリル系樹脂は、現像性、透明性に優れ、かつ、様々なモノマーを選択
して種々の共重合体を得ることが可能なため、性能及び製造方法を制御しやすい点におい
て好ましい。
【００９５】
　アクリル系樹脂としては、例えば、（メタ）アクリル酸及び／又はコハク酸（２－（メ
タ）アクリロイロキシエチル）エステル、アジピン酸（２－アクリロイロキシエチル）エ
ステル、フタル酸（２－（メタ）アクリロイロキシエチル）エステル、ヘキサヒドロフタ
ル酸（２－（メタ）アクリロイロキシエチル）エステル、マレイン酸（２－（メタ）アク
リロイロキシエチル）エステル、コハク酸（２－（メタ）アクリロイロキシプロピル）エ
ステル、アジピン酸（２－（メタ）アクリロイロキシプロピル）エステル、ヘキサヒドロ
フタル酸（２－（メタ）アクリロイロキシプロピル）エステル、フタル酸（２－（メタ）
アクリロイロキシプロピル）エステル、マレイン酸（２－（メタ）アクリロイロキシプロ
ピル）エステル、コハク酸（２－（メタ）アクリロイロキシブチル）エステル、アジピン
酸（２－（メタ）アクリロイロキシブチル）エステル、ヘキサヒドロフタル酸（２－（メ
タ）アクリロイロキシブチル）エステル、フタル酸（２－（メタ）アクリロイロキシブチ
ル）エステル、マレイン酸（２－（メタ）アクリロイロキシブチル）エステルなどの、ヒ
ドロキシアルキル（メタ）アクリレートに（無水）コハク酸、（無水）フタル酸、（無水
）マレイン酸などの酸（無水物）を付加させた化合物を必須成分とし、必要に応じてスチ
レン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン等のスチレン系モノマー；桂皮酸、マレイン
酸、フマル酸、無水マレイン酸、イタコン酸等の不飽和基含有カルボン酸；メチル（メタ
）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、アリル
（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アク
リレート、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリ
レート、ベンジル（メタ）アクリレート、ヒドロキシフェニル（メタ）アクリレート、メ
トキシフェニル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸のエステル；（メタ）アク
リル酸にε－カプロラクトン、β－プロピオラクトン、γ－ブチロラクトン、δ－バレロ
ラクトン等のラクトン類を付加させたものである化合物；アクリロニトリル；（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド，Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ－
メタクリロイルモルホリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，
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Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリルアミド等のアクリルアミド；酢酸ビニル、バーサチッ
ク酸ビニル、プロピオン酸ビニル、桂皮酸ビニル、ピバリン酸ビニル等の酸ビニル等、各
種モノマーを共重合させることにより得られる樹脂が挙げられる。
【００９６】
　また、塗膜の強度を上げる目的で、スチレン、α－メチルスチレン、ベンジル（メタ）
アクリレート、ヒドロキシフェニル（メタ）アクリレート、メトキシフェニル（メタ）ア
クリレート、ヒドロキシフェニル（メタ）アクリルアミド、ヒドロキシフェニル（メタ）
アクリルスルホアミド等のフェニル基を有するモノマーを１０～９８モル％、好ましくは
２０～８０モル％、より好ましくは３０～７０モル％と、（メタ）アクリル酸、又は、コ
ハク酸（２－（メタ）アクリロイロキシエチル）エステル、アジピン酸（２－アクリロイ
ロキシエチル）エステル、フタル酸（２－（メタ）アクリロイロキシエチル）エステル、
ヘキサヒドロフタル酸（２－（メタ）アクリロイロキシエチル）エステル、マレイン酸（
２－（メタ）アクリロイロキシエチル）エステルなどのカルボキシル基を有する（メタ）
アクリル酸エステルよりなる群から選ばれた少なくとも一種の単量体を２～９０モル％、
好ましくは２０～８０モル％、より好ましくは３０～７０モル％の割合で共重合させたア
クリル系樹脂も好ましく用いられる。
【００９７】
　また、これらの樹脂は、側鎖にエチレン性二重結合を有していることが好ましい。側鎖
に二重結合を有するバインダ樹脂を用いることにより、得られるカラーフィルター用組成
物の光硬化性が高まるため、解像性、密着性を更に向上させることができる。
　バインダ樹脂にエチレン性二重結合を導入する手段としては、例えば、特公昭５０－３
４４４３号公報、特公昭５０－３４４４４号公報等に記載の方法、即ち樹脂が有するカル
ボキシル基に、グリシジル基やエポキシシクロヘキシル基と（メタ）アクリロイル基とを
併せ持つ化合物を反応させる方法や、樹脂が有する水酸基にアクリル酸クロライド等を反
応させる方法が挙げられる。
【００９８】
　例えば、（メタ）アクリル酸グリシジル、アリルグリシジルエーテル、α－エチルアク
リル酸グリシジル、クロトニルグリシジルエーテル、（イソ）クロトン酸グリシジルエー
テル、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチル（メタ）アクリレート、（メタ）アク
リル酸クロライド、（メタ）アクリルクロライド等の化合物を、カルボキシル基や水酸基
を有する樹脂に反応させることにより、側鎖にエチレン性二重結合基を有するバインダ樹
脂を得ることができる。特に（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチル（メタ）アクリ
レートの様な脂環式エポキシ化合物を反応させたものがバインダ樹脂として好ましい。
【００９９】
　このように、予めカルボン酸基又は水酸基を有する樹脂にエチレン性二重結合を導入す
る場合は、樹脂のカルボキシル基や水酸基の２～５０モル％、好ましくは５～４０モル％
にエチレン性二重結合を有する化合物を結合させることが好ましい。
　これらのアクリル系樹脂のＧＰＣで測定した重量平均分子量の好ましい範囲は１，００
０～１００，０００である。重量平均分子量が１，０００未満であると均一な塗膜を得る
のが難しく、また、１００，０００を超えると現像性が低下する傾向がある。またカルボ
キシル基の好ましい含有量の範囲は酸価で５～２００である。酸価が５未満であるとアル
カリ現像液に不溶となり、また、２００を超えると感度が低下することがある。
　これらのバインダ樹脂は、カラーフィルター用組成物の全固形分中、通常１０～８０重
量％、好ましくは２０～７０重量％の範囲で含有される。
【０１００】
（ｂ）単量体
　単量体としては、重合可能な低分子化合物であれば特に制限はないが、エチレン性二重
結合を少なくとも１つ有する付加重合可能な化合物（以下、「エチレン性化合物」と略す
）が好ましい。エチレン性化合物とは、カラーフィルター用組成物が活性光線の照射を受
けた場合、後述の光重合開始系の作用により付加重合し、硬化するようなエチレン性二重



(21) JP 5182381 B2 2013.4.17

10

20

30

40

50

結合を有する化合物である。なお、本発明における単量体は、いわゆる高分子物質に相対
する概念を意味し、狭義の単量体以外に二量体、三量体、オリゴマーも含有する概念を意
味する。
【０１０１】
　エチレン性化合物としては、例えば、不飽和カルボン酸、不飽和カルボン酸とモノヒド
ロキシ化合物とのエステル、脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステ
ル、芳香族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステル、不飽和カルボン酸と
多価カルボン酸及び前述の脂肪族ポリヒドロキシ化合物、芳香族ポリヒドロキシ化合物等
の多価ヒドロキシ化合物とのエステル化反応により得られるエステル、ポリイソシアネー
ト化合物と（メタ）アクリロイル含有ヒドロキシ化合物とを反応させたウレタン骨格を有
するエチレン性化合物等が挙げられる。
【０１０２】
　不飽和カルボン酸としては、例えば、（メタ）アクリル酸、（無水）マレイン酸、クロ
トン酸、イタコン酸、フマル酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルコハク酸、２－ア
クリロイロキシエチルアジピン酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルフタル酸、２－
（メタ）アクリロイロキシエチルヘキサヒドロフタル酸、２－（メタ）アクリロイロキシ
エチルマレイン酸、２－（メタ）アクリロイロキシプロピルコハク酸、２－（メタ）アク
リロイロキシプロピルアジピン酸、２－（メタ）アクリロイロキシプロピルヒドロフタル
酸、２－（メタ）アクリロイロキシプロピルフタル酸、２－（メタ）アクリロイロキシプ
ロピルマレイン酸、２－（メタ）アクリロイロキシブチルコハク酸、２－（メタ）アクリ
ロイロキシブチルアジピン酸、２－（メタ）アクリロイロキシブチルヒドロフタル酸、２
－（メタ）アクリロイロキシブチルフタル酸、２－（メタ）アクリロイロキシブチルマレ
イン酸、（メタ）アクリル酸にε－カプロラクトン、β－プロピオラクトン、γ－ブチロ
ラクトン、δ－バレロラクトン等のラクトン類を付加させたものであるモノマー、あるい
はヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに（無水）コハク酸、（無水）フタル酸、（
無水）マレイン酸などの酸（無水物）を付加させたモノマーなどが挙げられる。中でも好
ましいのは、（メタ）アクリル酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルコハク酸であり
、更に好ましいのは、（メタ）アクリル酸である。これらは複数種使用してもよい。
【０１０３】
　脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルとしては、エチレングリ
コールジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、トリメチロールプロパ
ントリアクリレート、トリメチロールエタントリアクリレート、ペンタエリスリトールジ
アクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラア
クリレート、ジペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールペン
タアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、グリセロールアクリレー
ト等のアクリル酸エステルが挙げられる。また、これらアクリレートのアクリル酸部分を
、メタクリル酸部分に代えたメタクリル酸エステル、イタコン酸部分に代えたイタコン酸
エステル、クロトン酸部分に代えたクロトン酸エステル、又は、マレイン酸部分に代えた
マレイン酸エステル等が挙げられる。
【０１０４】
　芳香族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルとしては、ハイドロキノ
ンジアクリレート、ハイドロキノンジメタクリレート、レゾルシンジアクリレート、レゾ
ルシンジメタクリレート、ピロガロールトリアクリレート等が挙げられる。
　不飽和カルボン酸と多価カルボン酸及び多価ヒドロキシ化合物とのエステル化反応によ
り得られるエステルは、必ずしも単一物ではなく、混合物であっても良い。代表例として
は、アクリル酸、フタル酸及びエチレングリコールの縮合物、アクリル酸、マレイン酸及
びジエチレングリコールの縮合物、メタクリル酸、テレフタル酸及びペンタエリスリトー
ルの縮合物、アクリル酸、アジピン酸、ブタンジオール及びグリセリンの縮合物等が挙げ
られる。
【０１０５】
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　ポリイソシアネート化合物と（メタ）アクリロイル基含有ヒドロキシ化合物とを反応さ
せたウレタン骨格を有するエチレン性化合物としては、ヘキサメチレンジイソシアネート
、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート等の脂肪族ジイソシアネート；シクロヘキ
サンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等の脂環式ジイソシアネート；トリ
レンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート等の芳香族ジイソシアネート
等と、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、３－
ヒドロキシ（１，１，１－トリアクリロイルオキシメチル）プロパン、３－ヒドロキシ（
１，１，１－トリメタクリロイルオキシメチル）プロパン等の（メタ）アクリロイル基含
有ヒドロキシ化合物との反応物が挙げられる。
【０１０６】
　その他本発明に用いられるエチレン性化合物の例としては、エチレンビスアクリルアミ
ド等のアクリルアミド類；フタル酸ジアリル等のアリルエステル類；ジビニルフタレート
等のビニル基含有化合物等も有用である。
　これらのエチレン性化合物の配合割合は、カラーフィルター用組成物の全固形分中通常
１０～８０重量％、好ましくは２０～７０重量％である。
（ｃ）色材
　色材としては、バックライトからの光をできるだけ効率良く利用するため、赤、緑、青
のバックライトの発光波長に合わせて、それぞれの画素における当該蛍光体の発光波長で
の透過率をできるだけ高くし、その他の発光波長での透過率をできるだけ低くするように
選ぶ必要がある。
【０１０７】
　本発明では特に従来のＬＥＤバックライトにない高色再現性を特徴としているため、色
材の選択には特に注意を要する。即ち、本発明に特徴的な深い赤と緑の発光波長をもつバ
ックライトの特性を充分に活かすよう以下に示す条件を満たす必要がある。まず赤画素に
ついて説明する。
　透過型または半透過型の透過モードにおける赤色画素からの光量は、バックライトから
の発光とカラーフィルターの赤色画素における分光透過率の積で決まる。従って、深赤色
の波長領域、即ち６２０～６８０ｎｍにおいて充分な光量を得る条件は、ＬＥＤバックラ
イトからの全発光強度で規格化した相対発光強度Ｉ（λn）の６２０～６８０ｎｍおける
平均値Ｉ(620-680)と、赤色カラーフィルターのパーセント表示における分光透過率ＴR（
λn）の同波長領域における平均値ＴR（620-680）の積である、Ｉ（620-680）×ＴR（620
-680）が１．１以上、好ましくは１．２以上、更に好ましくは１．３以上となるように色
材を選択する。さらに、高色再現性を輝度を落とすことなく達成するために、５６０ｎｍ
≦λn≦５８０ｎｍの波長領域に渡り平均した透過率ＴR（560-580）が、通常１５％以上
、好ましくは２０％以上、更に好ましくは２５％以上、特に好ましくは２８％以上である
。
【０１０８】
　この条件を満たす顔料としては、アゾ系、フタロシアニン系、キナクリドン系、ベンズ
イミダゾロン系、イソインドリン系、ジオキザジン系、インダスロン系、ペリレン系、ジ
ケトピロロピロール系等の有機顔料に加えて、種々の無機顔料も利用可能である。
　具体的に例えば下記に示すピグメントナンバーの顔料を用いることができる。なお、以
下に挙げる「Ｃ．Ｉ．」の用語は、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）を意味する。
【０１０９】
　赤色色材：Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、８、９、１２、１
４、１５、１６、１７、２１、２２、２３、３１、３２、３７、３８、４１、４７、４８
、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９、４９：１、４９：２、５０：１、５
２：１、５２：２、５３、５３：１、５３：２、５３：３、５７、５７：１、５７：２、
５８：４、６０、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、６９、８１、８１
：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、９０：１、１０１、１０１：１、１
０４、１０８、１０８：１、１０９、１１２、１１３、１１４、１２２、１２３、１４４
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、１４６、１４７、１４９、１５１、１６６、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３
、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８１、１８４、１８５、１８７
、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、２０６、２０７、２０８、２０９
、２１０、２１４、２１６、２２０、２２１、２２４、２３０、２３１、２３２、２３３
、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４５、２４７、２４９
、２５０、２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５８、２５９、２６０
、２６２、２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６９、２７０、２７１
、２７２、２７３、２７４、２７５、２７６。
【０１１０】
　また、上記赤色色材に、色の微調整のため、以下の黄色色材を混合してもよい。
　黄色色材：Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、１：１、２、３、４、５、６、９、１０、
１２、１３、１４、１６、１７、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６
：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、５３、５５、６１、６２、６２
：１、６３、６５、７３、７４、７５，８１、８３、８７、９３、９４、９５、９７、１
００、１０１、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１６、１１９、１
２０、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１２９、１３３、１３４、１３６、１３８
、１３９、１４２、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、１５４、１５５、１５７
、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１６７
、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１８０、１８１
、１８２、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、１９１、１９１：１、１
９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９９、２００、２０２、２
０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８。
【０１１１】
　次に緑色画素について説明する。
　赤色画素と同様の考え方で以下の条件を満たすことが必要である。
　深緑色、即ち５００ｎｍ≦λn≦５３０ｎｍの波長領域において、充分な光量を得るた
め、当該波長領域に渡り平均した透過率（％）および相対発光強度をそれぞれＴG（500-5
30），Ｉ(500-530)とした時のＩ(500-530)×ＴG（500-530）は１．２以上、好ましくは１
．３以上、更に好ましくは、１．４以上、特に好ましくは１．８以上である。
【０１１２】
　さらに高色再現性を輝度を落とすことなく達成するために、５８０ｎｍ≦λn≦６００
ｎｍの波長領域に渡り平均した透過率ＴG（580-600）は、通常２０％以上、好ましくは３
０％以上、更に好ましくは５０％以上である。
　この条件を満たす顔料としては、アゾ系、フタロシアニン系、キナクリドン系、ベンズ
イミダゾロン系、イソインドリン系、ジオキザジン系、インダスロン系、ペリレン系、ジ
ケトピロロピロール系等の有機顔料に加えて、種々の無機顔料も利用可能である。
【０１１３】
　具体的に例えば下記に示すピグメントナンバーの顔料を用いることができる。緑色色材
：Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン１、２、４、７、８、１０、１３、１４、１５、１７、１
８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１、５４、５５。
　また、上記緑色色材に、色の微調整のため、上述の黄色色材を混合してもよい。
　緑色画素として、上記の条件を満たす具体例としては、特に、緑色顔料としてピグメン
トグリーン36および／またはピグメントグリーン7、調色用に黄色顔料としてピグメント
イエロー150、ピグメントイエロー138、ピグメントイエロー139のうちいずれか一つ以上
を含むことが好ましい。また、蛍光体として、上述の一般式（３）で表される赤色蛍光体
（[蛍光体］［３－２－１－１］参照）及び上述の一般式（７）で表される緑色蛍光体（[
蛍光体］［３－２－２－１］参照）の組み合わせを選択する場合は、緑色顔料の合計した
含有量と黄色顔料の顔料の合計した含有量が、下記（９）の関係を満たすものが好ましく
用いられる。また、下記（１０）の関係を満たすものは更に好ましく、下記（１１）の関
係を満たすものは特に好ましい。
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【０１１４】
　０．９　≦〔黄色顔料の合計重量〕／〔緑顔料の合計重量〕≦　２ ……（９）
　　　１　≦〔黄色顔料の合計重量〕／〔緑顔料の合計重量〕≦　１．８……（１０）
　１．０５　≦〔黄色顔料の合計重量〕／〔緑顔料の合計重量〕≦　１．５……（１１）
　次に青色画素について説明する。
　青色画素については特に限定されないが、下記の顔料を使用することができる。　具体
的に例えば下記に示すピグメントナンバーの顔料を用いることができる。
【０１１５】
　青色色材：Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、９、１４、１５、１５：１、１５：
２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７、１９、２５、２７、２８、２９、３３
、３５、３６、５６、５６：１、６０、６１、６１：１、６２、６３、６６、６７、６８
、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７８、７９。
　バイオレット色材：Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１：１、２、２：２、３、３
：１、３：３、５、５：１、１４、１５、１６、１９、２３、２５、２７、２９、３１、
３２、３７、３９、４２、４４、４７、４９、５０。
【０１１６】
　また、赤，緑、青に係らず、色の微調整のため、必要に応じてさらに下記の顔料を使用
しても良い。
　オレンジ色材：Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１、２、５、１３、１６、１７、１９、２
０、２１、２２、２３、２４、３４、３６、３８、３９、４３、４６、４８、４９、６１
、６２、６４、６５、６７、６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７７、
７８、７９。
【０１１７】
　ブラウン色材：Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン１、６、１１、２２、２３、２４、２５、
２７、２９、３０、３１、３３、３４、３５、３７、３９、４０、４１、４２、４３、４
４、４５。
　勿論、染料等その他の色材を用いることも可能である。
　染料としては、アゾ系染料、アントラキノン系染料、フタロシアニン系染料、キノンイ
ミン系染料、キノリン系染料、ニトロ系染料、カルボニル系染料、メチン系染料等が挙げ
られる。
【０１１８】
　アゾ系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１１、Ｃ．Ｉ．アシッドオレ
ンジ７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド３７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１８０、Ｃ．Ｉ．アシッ
ドブルー２９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド８３、Ｃ．Ｉ
．ダイレクトイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリ
ーン２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン５９、Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー２、Ｃ．Ｉ
．リアクティブレッド１７、Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド１２０、Ｃ．Ｉ．リアクティブ
ブラック５、Ｃ．Ｉ．ディスパースオレンジ５、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド５８、Ｃ．
Ｉ．ディスパースブルー１６５、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー４１、Ｃ．Ｉ．ベーシックレ
ッド１８、Ｃ．Ｉ．モルダントレッド７、Ｃ．Ｉ．モルダントイエロー５、Ｃ．Ｉ．モル
ダントブラック７等が挙げられる。
【０１１９】
　アントラキノン系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．バットブルー４、Ｃ．Ｉ．アシッド
ブルー４０、Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン２５、Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１９、Ｃ．Ｉ
．リアクティブブルー４９、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド６０、Ｃ．Ｉ．ディスパースブ
ルー５６、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー６０等が挙げられる。
　この他、フタロシアニン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．パッドブルー５等が、キノン
イミン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー３、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー
９等が、キノリン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー３３、Ｃ．Ｉ．ア
シッドイエロー３、Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー６４等が、ニトロ系染料として、例え



(25) JP 5182381 B2 2013.4.17

10

20

30

40

50

ば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１、Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ３、Ｃ．Ｉ．ディスパース
イエロー４２等が挙げられる。
【０１２０】
　その他、カラーフィルター用組成物に使用し得る色材としては、無機色材、例えば、硫
酸バリウム、硫酸鉛、酸化チタン、黄色鉛、ベンガラ、酸化クロム、カーボンブラック等
が用いられる。
　なお、これらの色材は平均粒径0.5μｍ以下、好ましくは０．２μｍ以下、更に好まし
くは０．１μｍ以下に分散処理して使用することが好ましい。
【０１２１】
　これらの色材は、カラーフィルター用組成物の全固形分中、通常５～６０重量％、好ま
しくは１０～５０重量％の範囲で含有される。
（ｄ）その他の成分
　カラーフィルター用組成物には、必要に応じ更に光重合開始系、熱重合防止剤、可塑剤
、保存安定剤、表面保護剤、平滑剤、塗布助剤その他の添加剤を添加することができる。
【０１２２】
（ｄ－１）光重合開始系
　カラーフィルター用組成物が（ｂ）単量体としてエチレン性化合物を含む場合には、光
を直接吸収し、あるいは光増感されて分解反応又は水素引き抜き反応を起こし、重合活性
ラジカルを発生する機能を有する光重合開始系が必要である。
【０１２３】
　光重合開始系は、重合開始剤に加速剤等の付加剤を併用する系で構成される。重合開始
剤としては、例えば、特開昭５９－１５２３９６号、特開昭６１－１５１１９７号各公報
に記載のチタノセン化合物を含むメタロセン化合物や、特開平１０－３９５０３号公報記
載の２－（２'－クロロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾールなどのヘキサアリ
ールビイミダゾール誘導体、ハロメチル－ｓ－トリアジン誘導体、Ｎ－フェニルグリシン
等のＮ－アリール－α－アミノ酸類、Ｎ－アリール－α－アミノ酸塩類、Ｎ－アリール－
α－アミノ酸エステル類等のラジカル活性剤が挙げられる。加速剤としては、例えば、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノ安息香酸エチルエステル等のＮ，Ｎ－ジアルキルアミノ安息香酸ア
ルキルエステル、２－メルカプトベンゾチアゾール、２－メルカプトベンゾオキサゾール
、２－メルカプトベンゾイミダゾール等の複素環を有するメルカプト化合物又は脂肪族多
官能メルカプト化合物等が用いられる。光重合開始剤及び付加剤は、それぞれ複数の種類
を組み合わせても良い。
【０１２４】
　光重合開始系の配合割合は、本発明の組成物の全固形分中通常０．１～３０重量％、好
ましくは０．５～２０重量％、更に好ましくは０．７～１０重量％である。この配合割合
が著しく低いと感度低下を起こし、反対に著しく高いと未露光部分の現像液に対する溶解
性が低下し、現像不良を誘起させやすい。
【０１２５】
（ｄ－２）熱重合防止剤
　熱重合防止剤としては、例えば、ハイドロキノン、ｐ－メトキシフェノール、ピロガロ
ール、カテコール、２，６－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール、β－ナフトール等が用いられ
る。熱重合防止剤の配合量は、組成物の全固形分に対し０～３重量％の範囲であることが
好ましい。
（ｄ－３）可塑剤
　可塑剤としては、例えば、ジオクチルフタレート、ジドデシルフタレート、トリエチレ
ングリコールジカプリレート、ジメチルグリコールフタレート、トリクレジルホスフェー
ト、ジオクチルアジペート、ジブチルセバケート、トリアセチルグリセリン等が用いられ
る。これら可塑剤の配合量は、組成物の全固形分に対し１０重量％以下の範囲であること
が好ましい。
【０１２６】
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（ｄ－４）増感色素
　また、カラーフィルター用組成物中には、必要に応じて、感応感度を高める目的で、画
像露光光源の波長に応じた増感色素を配合させることができる。
【０１２７】
　これら増感色素の例としては、特開平４－２２１９５８号、同４－２１９７５６号公報
に記載のキサンテン色素、特開平３－２３９７０３号、同５－２８９３３５号公報に記載
の複素環を有するクマリン色素、特開平３－２３９７０３号、同５－２８９３３５号公報
に記載の３－ケトクマリン化合物、特開平６－１９２４０号公報に記載のピロメテン色素
、その他、特開昭４７－２５２８号、同５４－１５５２９２号、特公昭４５－３７３７７
号、特開昭４８－８４１８３号、同５２－１１２６８１号、同５８－１５５０３号、同６
０－８８００５号、同５９－５６４０３号、特開平２－６９号、特開昭５７－１６８０８
８号、特開平５－１０７７６１号、特開平５－２１０２４０号、特開平４－２８８８１８
号公報に記載のジアルキルアミノベンゼン骨格を有する色素等を挙げることができる。
【０１２８】
　これらの増感色素のうち好ましいのは、アミノ基含有増感色素であり、更に好ましいの
は、アミノ基及びフェニル基を同一分子内に有する化合物である。特に、好ましいのは、
例えば、４，４'－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'－ビス（ジエチルア
ミノ）ベンゾフェノン、２－アミノベンゾフェノン、４－アミノベンゾフェノン、４，４
'－ジアミノベンゾフェノン、３，３'－ジアミノベンゾフェノン、３，４－ジアミノベン
ゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）ベンゾオ
キサゾール、２－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ベンゾオキサゾール、２－（ｐ－ジメ
チルアミノフェニル）ベンゾ[４，５]ベンゾオキサゾール、２－（ｐ－ジメチルアミノフ
ェニル）ベンゾ[６，７]ベンゾオキサゾール、２，５－ビス（ｐ－ジエチルアミノフェニ
ル）１，３，４－オキサゾール、２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）ベンゾチアゾール
、２－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ベンゾチアゾール、２－（ｐ－ジメチルアミノフ
ェニル）ベンズイミダゾール、２－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ベンズイミダゾール
、２，５－ビス（ｐ－ジエチルアミノフェニル）１，３，４－チアジアゾール、（ｐ－ジ
メチルアミノフェニル）ピリジン、（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ピリジン、（ｐ－ジ
メチルアミノフェニル）キノリン、（ｐ－ジエチルアミノフェニル）キノリン、（ｐ－ジ
メチルアミノフェニル）ピリミジン、（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ピリミジン等のｐ
－ジアルキルアミノフェニル基含有化合物等である。このうち最も好ましいのは、４，４
'－ジアルキルアミノベンゾフェノンである。
【０１２９】
　増感色素の配合割合はカラーフィルター用組成物の全固形分中通常０～２０重量％、好
ましくは０．２～１５重量％、更に好ましくは０．５～１０重量％である。
（ｄ－５）その他の添加剤
　またカラーフィルター用組成物には、更に密着向上剤、塗布性向上剤、現像改良剤等を
適宜添加することができる。
【０１３０】
　カラーフィルター用組成物は、粘度調整や光重合開始系などの添加剤を溶解させるため
に、溶媒に溶解させて用いても良い。
　溶媒は、（ａ）バインダ樹脂や（ｂ）単量体など、組成物の構成成分に応じて適宜選択
すれば良く、例えば、ジイソプロピルエーテル、ミネラルスピリット、ｎ－ペンタン、ア
ミルエーテル、エチルカプリレート、ｎ－ヘキサン、ジエチルエーテル、イソプレン、エ
チルイソブチルエーテル、ブチルステアレート、ｎ－オクタン、バルソル＃２、アプコ＃
１８ソルベント、ジイソブチレン、アミルアセテート、ブチルアセテート、アプコシンナ
ー、ブチルエーテル、ジイソブチルケトン、メチルシクロヘキセン、メチルノニルケトン
、プロピルエーテル、ドデカン、ソーカルソルベントＮｏ．１及びＮｏ．２、アミルホル
メート、ジヘキシルエーテル、ジイソプロピルケトン、ソルベッソ＃１５０、（ｎ，ｓｅ
ｃ，ｔ－）酢酸ブチル、ヘキセン、シェルＴＳ２８ソルベント、ブチルクロライド、エチ
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ルアミルケトン、エチルベンゾエート、アミルクロライド、エチレングリコールジエチル
エーテル、エチルオルソホルメート、メトキシメチルペンタノン、メチルブチルケトン、
メチルヘキシルケトン、メチルイソブチレート、ベンゾニトリル、エチルプロピオネート
、メチルセロソルブアセテート、メチルイソアミルケトン、メチルイソブチルケトン、プ
ロピルアセテート、アミルアセテート、アミルホルメート、ビシクロヘキシル、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジペンテン、メトキシメチルペンタノール
、メチルアミルケトン、メチルイソプロピルケトン、プロピルプロピオネート、プロピレ
ングリコール－ｔ－ブチルエーテル、メチルエチルケトン、メチルセロソルブ、エチルセ
ロソルブ、エチルセロソルブアセテート、カルビトール、シクロヘキサノン、酢酸エチル
、プロピレングリコール、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピ
レングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエー
テル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、３－メトキシプロピオン酸、３－エトキシプロピオン酸、３－エト
キシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸
メチル、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸プロピル、３－メ
トキシプロピオン酸ブチル、ジグライム、エチレングリコールアセテート、エチルカルビ
トール、ブチルカルビトール、エチレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリ
コール－ｔ－ブチルエーテル、３－メチル－３－メトキシブタノール、トリプロピレング
リコールメチルエーテル、３－メチル－３－メトキシブチルアセテート等が挙げられる。
これらの溶媒は、２種以上を併用して用いても良い。
【０１３１】
　カラーフィルター用着色組成物中の固形分濃度は、適用する塗布方法に応じて適宜選択
する。現在カラーフィルターの製造に広く用いられるスピンコート、スリット＆スピンコ
ート、ダイコートにおいては、通常１～４０重量％、好ましくは５～３０重量％の範囲が
適当である。
　また溶媒の組み合わせは顔料の分散安定性、樹脂、モノマー、光重合開始剤等の固形分
中の溶解性成分に対する溶解性、塗布時の乾燥性、減圧乾燥工程における乾燥性を考慮し
て選択される。
【０１３２】
　上記配合成分を用いたカラーフィルター用組成物は、例えば次のようにして製造される
。
　まず、色材を分散処理し、インクの状態に調整する。分散処理は、ペイントコンディシ
ョナー、サンドグラインダー、ボールミル、ロールミル、ストーンミル、ジェットミル、
ホモジナイザー等を用いて行う。分散処理により色材が微粒子化するため、透過光の透過
率向上及び塗布特性の向上が達成される。
【０１３３】
　分散処理は、好ましくは、色材と溶剤に、分散機能を有するバインダー樹脂、界面活性
剤等の分散剤、分散助剤等を適宜併用した系で行う。特に、高分子分散剤を用いると経時
の分散安定性に優れるので好ましい。
　例えば、サンドグラインダーを用いて分散処理する場合は、０．０５から数ミリ径のガ
ラスビーズ又はジルコニアビーズを用いるのが好ましい。分散処理時の温度は通常、０℃
～１００℃、好ましくは室温～８０℃の範囲に設定する。なお、分散時間は、インキの組
成（色材、溶剤、分散剤）、及びサンドグラインダーの装置仕様等により適正時間が異な
るため、適宜調整する。
【０１３４】
　次に、上記分散処理によって得られた着色インキに、バインダー樹脂、単量体及び光重
合開始系等を混合し、均一な溶液とする。なお、分散処理及び混合の各工程においては、
微細なゴミが混入することが多いため、フィルター等により、得られた溶液を濾過処理す
ることが好ましい。
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【実施例】
【０１３５】
　次に、製造例、実施例及び比較例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、本発明は
その要旨を超えない限り以下の実施例に限定されるものではない。なお、以下の実施例に
おいて「部」は「重量部」を表す。
［１］バックライトの製造
［１－１］製造例１：バックライト１の製造方法
　発光装置は以下の手順で作成した。４６０ｎｍの光を発光する発光ダイオードをフレー
ムのカップ底面にダイボンディングし、次に発光ダイオードとフレームの電極をワイヤー
ボンディングした。
【０１３６】
　緑色帯を発光する蛍光体として、Ca2.97Ce0.03Sc2Si3O12を、赤色帯を発光する蛍光体
としてCa0.996Eu0.004Sを用いた。これらをエポキシ樹脂に混練しペースト状としたもの
を、カップ内の発光ダイオードに塗布、硬化した。
　次に、導光体としてサイズ２８９．６×２１６．８ｍｍ、厚みが厚肉部２．０ｍｍ、薄
肉部０．６ｍｍで、短辺方向に厚みが変化する、楔形状の環状ポリオレフィン系樹脂板（
日本ゼオン社製商品名「ゼオノア」）を使用し、厚肉側の長辺部に上記の発光ダイオード
からなる光源を配設し、導光体の厚肉側（光入射面）に効率良く線状光源からの出射光源
が入射するようにした。
【０１３７】
　導光体の光出射面と対向する面には、線状光源から離れるにしたがって直径が徐々に大
きくなる、粗面からなる微細な円形パターンを金型から転写してパターニングした。粗面
パターンの直径は光源付近では１３０μｍであり、光源から離れるに従って、漸次増大し
最も離れたところでは２３０μｍである。
　ここで粗面からなる微細な円形パターンの形成に用いる金型は、厚さ５０μｍのドライ
フィルムレジストをＳＵＳ基板上にラミネートし、フォトリソグラフィーによって該パタ
ーンに対応する部分に開口部を形成し、更に該金型をサンドブラスト法によって＃６００
の球形ガラスビーズにて０．３ＭＰａの投射圧力で均一にブラスト加工を施した後に、ド
ライフィルムレジストを剥離することによって得た。
【０１３８】
　また、導光体の光出射面には、頂角９０°、ピッチ５０μｍの三角プリズムアレーが稜
線を導光体の光入射面に対してほぼ垂直となるようにして設けられ、導光体から出射する
光束の集光性を高める構造とした。三角プリズムアレーからなる集光素子アレーの形成に
用いる金型はＭニッケル無電解メッキを施したステンレス基板を単結晶ダイアモンドバイ
トによって削り出す加工によって得た。
【０１３９】
　導光体の光出射面と対向する側には光反射シート（東レ社製「ルミラーＥ６０Ｌ」）を
配設し、光出射面には光拡散シートを配設した。更にこの光拡散シート上には頂角９０°
、ピッチ５０μｍからなる三角プリズムアレーが形成されたシート（住友３Ｍ社製「ＢＥ
ＦIII」）を２枚各プリズムシートそれぞれの稜線が直交するようにして重ねてバックラ
イト１を得た。得られたバックライト１の相対発光スペクトルを図４に示す。
［１－２］製造例２：バックライト２の製造方法
　製造例１において、赤色帯を発光する蛍光体としてCa0.992 AlSiEu0.008 N2.85 O0.15
を用いた以外は、製造例１と同様にしてバックライト２を作成した。得られたバックライ
ト２の相対発光スペクトルを図５に示す。
【０１４０】
［１－３］製造例３：バックライト３の製造方法
　製造例１において緑色帯を発光する蛍光体として、Ca0.99 Ce0.01 Sc2 O4を、赤色帯を
発光する蛍光体としてCa 0.992 Al Si Eu 0.008 N 2.85 O 0.15を用いた以外は、製造例
１と同様にしてバックライト３を作成した。得られたバックライト３の相対発光スペクト
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ルを図６に示す。
［１－４］製造例４：バックライト４の製造方法
　製造例１において赤色帯を発光する蛍光体としてSr0.792 Ca0.2 Eu0.008 AlSiN3を用い
た以外は、製造例１と同様にしてバックライト４を作成した。得られたバックライト４の
相対発光スペクトルを図７に示す。
【０１４１】
［１－５］製造例５：バックライト５の製造方法
　製造例１において緑色帯を発光する蛍光体として、Ca2.94 Ce0.06 Sc1.94 Mg0.06 Si3O

12を、赤色帯を発光する蛍光体としてSr0.792 Ca0.2 Eu0.008 AlSiN3を用いた以外は、製
造例１と同様にしてバックライト５を作成した。得られたバックライト５の相対発光スペ
クトルを図８に示す。
［１－６］製造例６：バックライト６の製造方法
　発光装置を以下の手順で作成した。４６０ｎｍの光を発光する発光ダイオードをフレー
ムのカップ底面にダイボンディングし、次に、発光ダイオードとフレームの電極をワイヤ
ーボンディングした。
　黄色帯を発光する蛍光体として、Y2.8Tb0.1Ce0.1Al5O12を用いた。これらをエポキシ樹
脂に混練しペースト状としたものを、カップ内の発光ダイオードに塗布、硬化した。
　以降は製造例１と同様の方法を用いてバックライト６を得た。得られたバックライト６
の相対発光スペクトルを図９に示す。
【０１４２】
［２］製造例７：バインダ樹脂の製造
　酸価２００、重量平均分子量５，０００のスチレン・アクリル酸樹脂２０部、ｐ－メト
キシフェノール０．２部、ドデシルトリメチルアンモニウムクロリド０．２部、及びプロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテート４０部をフラスコに仕込み、（３，４－
エポキシシクロヘキシル）メチルアクリレート７．６部を滴下し、１００℃の温度で３０
時間反応させた。反応液を水に再沈殿、乾燥させて樹脂を得た。ＫＯＨによる中和滴定を
行ったところ、樹脂の酸価は８０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇであった。
【０１４３】
［３］製造例８：レジスト溶液の製造
　下記に示す各成分を下記の割合で調合し、スターラーにて各成分が完全に溶解するまで
攪拌し、レジスト溶液を得た。
【０１４４】
　・　製造例７で製造したバインダ樹脂：2.0部
　・　ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート：１.0部
　・　光重合開始系
　　　２－(２'－クロロフェニル)－４，５－ジフェニルイミダゾール：0.06部
　　　２－メルカプトベンゾチアゾール：0.02部
　　　４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン：0.04部
　・　溶媒（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）：9.36部
　・　界面活性剤（住友３Ｍ社製「ＦＣ－４３０」）：0.0003部
【０１４５】
［４］カラーフィルターの製造
［４－１］製造例９：赤色画素Ａ～Ｊの作製
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート７５部、赤色顔料Ｐ．Ｒ．２５４
を16.7部、ウレタン系分散樹脂8.3部を混合し、攪拌機で３時間攪拌して固形分濃度が２
５重量％のミルベースを調製した。このミルベースを６００部の０．５ｍｍφのジルコニ
アビーズを用いビーズミル装置にて周速10m/s、滞留時間３時間で分散処理を施しＰ.Ｒ.
２５４の分散インキを得た。
【０１４６】
　また、顔料をＰ.Ｙ.１３９に変更した以外は上記のＰ.Ｒ.２５４と同様の組成にてミル
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散インキを得た。
　また、顔料をＰ．Ｒ．１７７に変更した以外は上記のＰ．Ｒ．２５４と同様の組成にて
ミルベースを調製し、同様の分散条件にて滞留時間で３時間分散処理を施しＰ．Ｒ．１７
７の分散インキを得た。
【０１４７】
　以上のようにして得られた分散インキ、及び上記製造例８で製造したレジスト溶液を、
下記表１に示す配合比で混合攪拌し、最終的な固形分濃度が２５重量％になるように溶媒
（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）を加えて赤色カラーフィルター
用組成物を得た。
　得られたカラーフィルター用組成物を、スピンコーターにて１０ｃｍ×１０ｃｍのガラ
ス基板（旭硝子社製「ＡＮ６３５」）上に乾燥膜厚が2.5μｍになるように塗布、乾燥し
た。この基板全面に100mJ／cm2の紫外線を照射し、アルカリ現像液で現像後、230℃で30
分間オーブンにてポストベークすることにより、測定用の赤色画素サンプルＡ～Ｊを作製
した。
【０１４８】
【表１】

【０１４９】
［４－２］製造例１０：緑色画素Ａ～Ｊの作製
　顔料をＰ.Ｇ.３６に変更した以外は製造例９のＰ.Ｒ.２５４と同様の組成にてミルベー
スを調製し、同様の分散条件にて滞留時間１時間で分散処理を施し、Ｐ.Ｇ.３６の分散イ
ンキを得た。
【０１５０】
　また、顔料をＰ.Ｙ.１５０に変更した以外は製造例９と同様の組成にてミルベースを調
製し、同様の分散条件にて滞留時間２時間で分散処理を施し、Ｐ.Ｙ.１５０の分散インキ
を得た。
　以上のようにして得られた分散インキ、及び上記製造例８で製造したレジスト溶液を下
記表２に示す配合比で混合攪拌し、最終的な固形分濃度が２５重量％になるように溶媒（
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）を加えて緑色カラーフィルター用
組成物を得た。
【０１５１】
　得られたカラーフィルター用組成物を、スピンコーターにて１０ｃｍ×１０ｃｍのガラ
ス基板（旭硝子社製「ＡＮ６３５」）上に乾燥膜厚が2.5μｍになるように塗布、乾燥し
た。この基板全面に100mJ／cm2の紫外線を照射し、アルカリ現像液で現像後、230℃で30
分間オーブンにてポストベークすることにより、測定用の緑色画素サンプルＡ～Ｊを作製
した。
【０１５２】
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【表２】

【０１５３】
［４－３］製造例１１：青色画素Ａ～Ｊの作製
　顔料をＰ.Ｇ.１５：６に変更した以外は製造例９のＰ.Ｒ.２５４と同様の組成にてミル
ベースを調製し、同様の分散条件にて滞留時間１時間で分散処理を施し、Ｐ.Ｇ.１５：６
の分散インキを得た。
【０１５４】
　また、顔料をＰ.Ｖ.２３に変更した以外は製造例９のＰ.Ｒ.２５４と同様の組成にてミ
ルベースを調製し、同様の分散条件にて滞留時間２時間で分散処理を施し、Ｐ.Ｖ．２３
の分散インキを得た。
　以上のようにして得られた分散インキ、及び上記製造例８で製造したレジスト溶液を下
記表３に示す配合比で混合攪拌し、最終的な固形分濃度が２５重量％になるように溶媒（
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）を加えて青色カラーフィルター用
組成物を得た。
【０１５５】
　得られたカラーフィルター用組成物を、スピンコーターにて１０ｃｍ×１０ｃｍのガラ
ス基板（旭硝子社製「ＡＮ６３５」）上に乾燥膜厚が2.5μｍになるように塗布、乾燥し
た。この基板全面に100mJ／cm2の紫外線を照射し、アルカリ現像液で現像後、230℃で30
分間オーブンにてポストベークすることにより、測定用の青色画素サンプルＡ～Ｊを作製
した。
【０１５６】

【表３】

【０１５７】
［４－４］カラーフィルターＡ～Ｊの作成
　上記の赤色、緑色、青色の同じアルファベットの画素を組み合わせ、カラーフィルター
Ａ～Ｊを作成した。
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【０１５８】
　次に以下に示す方法により、製造例１～６に示したＬＥＤを用いたバックライトとカラ
ーフィルターＡ－Ｊを組み合わせて色再現範囲と明るさ（色温度）を測定した。その結果
を表４に示す。
実施例１～８、比較例１～２
　上記製造例に示した赤色画素サンプル、緑色画素サンプル、及び青色画素サンプルにつ
いて、各々の透過率スペクトルを分光光度計（日立製作所社製「Ｕ－３５００」）にて測
定した。一方、バックライトの発光スペクトルは、光輝度測定装置（コニカミノルタ社製
「CS-1000」）にて測定した。
【０１５９】
　得られた透過率スペクトルとバックライトの発光スペクトルから色度（ｘ、ｙ、Y）を
算出した。ここでY値はバックライトからの発光の利用効率に相当する。
　その結果を表４に示す。表中の白色のY値がディスプレイ全体としてのバックライト光
の利用効率を表す。
　表４の通り、EBU規格（NTSC比７２％）、NTSC比８５％という高い色再現範囲のディス
プレイを設計した場合に従来バックライトではY値の著しい低下をもらすのに対し、本発
明の技術を用いれば高いY値を達成できる。 即ち、低消費電力でより高い輝度を得ること
が可能となる。
【０１６０】
　また、実施例１，３，５，７，８のカラーフィルターは４６０～４８０ｎｍの５ｎｍご
との波長における分光透過率の平均値ＴB(460-480)が６３．５％以下であった。従って、
４６０～４８０ｎｍの波長光を低くすることが要求される場合には実施例１，３，５，７
，８のカラーフィルターにより対応することが可能となる。
　また、前記製造例６～１１で調製した各色のカラーフィルター用組成物の塗膜をそれぞ
れテストパターンマスクを使用して１００ｍＪ／ｃｍ2で露光、現像したところ、全ての
サンプルにおいて良好なパターンが得られることを確認した。
【０１６１】
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【表４】

【０１６２】
＊印は本願明細書の一般式(1)(2)(5)(6)の各式を満足していないことを示す。
【産業上の利用可能性】
【０１６３】
　本発明によれば、ＬＥＤバックライトでも画像の明るさを損なうことなく、深みのある
赤、および緑の再現を実現し、さらに上記深みのある赤、および緑に対応した青色レジス
ト及びカラーフィルターを用いることによって画像全体として高色再現性を達成するとと
もに、赤、緑、青の発光をワンチップで行うことにより実装上の生産性を損なうことなく
、しかもホワイトバランスの調整が容易であるカラー画像表示装置を提供することができ
るため、カラーフィルター用組成物、カラーフィルター、カラー画像表示装置等の分野に
おいて、産業上の利用可能性は極めて高い。
【符号の説明】
【０１６４】
　１　発光ダイオード
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　２　導光板
　３　光拡散シート
　４，１０　偏光板
　５，８　ガラス基板
　６　ＴＦＴ
　７　液晶
　９　カラーフィルター
　１１　導光体
　１２　アレー
　１３　調光シート
　１４，１４'　光取り出し機構
　１５　反射シート

【図１】
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【図３】
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